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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ地࣭学会ୈ12ճ総会開࠵に͍ͭͯ

　ୈ 12 ճ総会をԼ記の次ୈにより開࠵いたします．なお，議案については，4 月 4 日の理事会において確定いたしますので，
とりあえず予定としてお知らせいたします．確定൛は本ࢽ 4 月߸にࡌܝいたします．また，代議員には௚઀ϝーϧで͝案಺い
たします．

（日本地質学会　執行理事会）

2020年5݄23೔（౔）　14�00 ～ 15�30
会৔　๺とͽあ　ୈ ࢠ౎๺区Ԧژमࣨ（౦ݚ2 1�11�1）

総会議事次ୈ
　̍．議௕બग़
　̎．開会
　̏．議案（予定）
　　ୈ 1 ߸議案　2019 年౓事業報告・決ࢉ報告
　　ୈ 2 ߸議案　代議員および理事・؂事બڍ結果報告
　　ୈ 3 ߸議案　2020 年౓事業計画
　　ୈ 4 ߸議案　2020 年౓予ࢉ案
　　ୈ 5 ߸議案　໊༪会員のબग़
　̐．ด会

同日同会場にてԼ記の࠵しが予定されています．
ୈ 11 ճ࿭੕地ٿϑΥトίンςεトදজࣜɾలࣔ会　時ؒ：11�00 ʙ 12�30

ୈ 11 ճ࿭੕地ٿϑΥトίンςεト৹ࠪ݁Ռ

最༏ल৆：1 点（৆ۚ 5 ສԁ）
ʮୋౡのؠحʯࠤ౻༔େ（福Ԭݝ）

༏ल৆：2 点（৆֤ۚ 2 ສԁ）
ʮ$PTNJD #MVFʯࠜࢠܡ؛（෋ݝࢁ）
ʮ᧞ۂʯ੢ग़　ୖ（ઍ༿ݝ）

δΦύーΫ৆：1 点（৆ۚ 2 ສԁ）
ʮڊ人の͛んこつʯ௕୩　༸（࿨Վݝࢁ）

日本地質学会会௕৆：1 点（৆ۚ 1 ສԁ）
ʮ໎ࢠੴʯ઒ຢ基人（౦ژ౎）

．で͝঺հ予定ですࢽ品画૾は次߸χϡース࡞˞

δΦమ৆：1 点（৆ۚ 1 ສԁ）
ʮୌ上を૸るྻंʯࡉ୩正෉（ҵ৓ݝ）

スϚϗ৆：1 点（৆ۚ 5 ઍԁ）
ʮ෩と೾の合࡞ʯ加౻૱一࿠（Ѫ知ݝ）

ೖબ：5 点（৆֤ۚ 5 ઍԁ）
ʮ活Րࢁのある฻らしʯഭ　༐（ࣛࣇౡݝ）
ʮࠞ成のඒʯ௰৿　थ（ٶ৓ݝ）
ʮ޾を育むւとେ地とɺそしてۭʯԞ野由ण（௕࡚ݝ）
ʮΰδϥの௺ʯాᬑはるか（େࡕ෎）
ʮ$IPDPMBUF #PYʯ௕୩઒༟ೋ（௕࡚ݝ）

̍ɽ�ఆ׺ �� ৚ʹΑΓɼ本૯会͸໾һͳΒͼʹ୅ٞһʹΑΔ૯会ͱͳΓ·͢ɽ୅ٞһʹ͸ɼ૯会։࠵௨஌ͱͱ΋ʹ૯会

ʹඞཁͳࢿྉ౳Λผ్͓ૹΓ͍ͨ͠·͢ɽ͝౎߹Ͱܽ੮͞ΕΔํ͸ɼఆ׺ �� ৚ୈ �߲ʹ΋ͱ͖ͮɼܾٞݖ行࢖ॻ

͓Αͼܾٞݖͷ୅理行࢖ʢҕ೚ঢ়ʣͳͲʹΑΓɼ૯会ʹग़੮ͨ͠΋ͷͱܾͯٞ͠ݖΛ行͢࢖Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɽ

̎ɽਖ਼会һ͸ɼ૯会ʹജ੮͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɽͨͩ͠ɼ૯会規ଇ �� ৚ � ߲ʹΑΓɼڐՄͷͳ͍ൃݴ͸Ͱ͖·ͤΜɽ
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2020 年 3 月 11 日
会員֤位 

理事および監事選挙（結果報告）
一般社団法人日本地質学会
બ؅ڍ理ҕ員会　ҕ員௕　ඈా　健ೋ

一般社団法人日本地質学会બڍ規ଇならびにબࡉڍଇに基づき，理事および؂事બڍを実施いたしました．結果はԼ記のとおり
となりましたので，͝報告いたします．

１．理事選挙（定数：50名）
　（1）全国۠બग़࿮の理事（定਺ 43 ໊）
　　　全国۠౰બ代議員からの理事立ީิ者はબग़定਺を௒えたため（立ީิ者਺ 55 ໊），৽代議員による౤ථを行いました．
　（2）理事બڍ実施結果
　　　༗権者総਺　　　　　155 ໊
　　　౤ථ用ࢴ発ૹ਺　　　155 通
　　　౤ථ総਺　　　　　　114 通
　　　༗ޮ౤ථ਺・ແޮ౤ථ਺　　　༗ޮ　112 ථ　ʗ　ແޮ　2 ථ
　（3）地方支෦۠બग़࿮の理事（定਺：7 ໊，一つの支෦۠から໊̍ずつ）
　　　 ֤ 地方支෦۠からબग़する定਺ 7 ໊の理事のうち，๺ւಓ・౦๺・中෦・࢛国・੢日本の 5 支෦۠は定਺を௒える立ީิ

はありませんでしたので，ແ౤ථ౰બといたしました．
　　　 ۙ 支෦۠はـ 2 ໊の立ީิがあり定਺を௒えたため，ۙـ支෦۠౰બ代議員（બڍ人）による౤ථを行いました．
実施結果および開ථ結果と౰બ者ڍ支෦۠理事બـۙ（4）　
　　　༗権者総਺　　　　7 ໊
　　　౤ථ用ࢴ発ૹ਺　　7 通
　　　౤ථ総਺　　　　　5 通
　　　༗ޮ౤ථ਺・ແޮ౤ථ਺　　　༗ޮ　5 ථ　ʗ　ແޮ　0 ථ

立ީิ者໊ 所属機関໊ 所属֊૚ 得ථ਺
౰બ ଜ　宗थాࡾ େࢢࡕ立େ学 େ学 3

ཬޱ　　保文 ࣎լݝ立ඐഀބത物ؗ 公ி等׭ 2
˞理事౰બ者は代議員ではなくなります．౰બにいたらなかったީิ者は代議員です．

２．監事選挙
　؂事立ީิ者は定਺಺（会員からの立ީิ：໊̍）であったため，ແ౤ථ౰બといたしました．

３．理事選挙開票結果および当選者の名簿は次のとおりです．
（1）全国区選出枠の理事〔定数 43名／立候補者数 55 名〕
　　※任期：2020 年総会終了後～ 2022 年総会まで
　　◆階層（所属）別充足数　当選（「小中高」,「大学院生」所属の立候補者はありませんでした）
  ཱީิ者໊ 所ଐػ関໊ 所ଐ֊層 ಘථ ఆ਺
 ౰ Ԭా　誠 ҵ৓େ学 େ学 86 1
 ౰ ੕　ത޾ Ѫ知教育େ学 େ学 85 2
 ౰ দా　ത۽ و本େ学 େ学 83 3
 ౰ ү⃻　行༤ ౦ژେ学 େ学 81 4
 ౰ ޱࡔ　༗人 ޱࢁେ学 େ学 75 5
 ౰ ΢ΥϦス　αΠϞϯ ౦ژେ学 େ学 73 6
 ౰ ࡈ౻　ᚸ 産業技術総合研究所 ׭公ி等 74 7
 ౰ 小দݪ　७ࢠ 産業技術総合研究所 ׭公ி等 73 8
 ౰ 平ా　େೋ ਆಸ઒ݝ立ੜ໋の੕・地球ത物ؗ ׭公ி等 73 9
 ౰ ਿా　཯ࢠ 科学࡯ܯ研究所 ׭公ி等 61 10
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 ౰ 中ᖒ　努 産業技術総合研究所 ׭公ி等 60 11
 ౰ ໼෦　३ 国立科学ത物ؗ ׭公ி等 55 12
 ౰ ࠤʑ໦　࿨඙ 応用地質᷂ 会社 60 13
 ౰ ُߴ　正உ ᷂μΠϠίϯαϧタϯτ 会社 60 14
 ౰ ॹ方　信一 中ԝ開発᷂ 会社 54 15
 ౰ ࡉ໼　୎ࢤ 中ԝ開発᷂ 会社 36 16
 ౰ দా　ୡੜ ᷂޻学ؾ象研究所 会社 32 17
 ౰ ౻Ҫ　正ത 応用地質᷂ 会社 28 18

　　◆階層外　得票数順
  ཱީิ者໊ 所ଐػ関໊ 所ଐ֊層 ಘථ ఆ਺
 ౰ ੢　࢚߂ ౦๺େ学学術資源研究公開ηϯター େ学 71 19
 ౰ 小ٶ　߶ ౦ژେ学 େ学 66 20
 ౰ େ౻　ໜ ෋ࢁେ学 େ学 66 21
 ౰ ௰৿　थ ౦๺େ学౦๺ΞδΞ研究ηϯター େ学 65 22
 ౰ ਗ਼઒　ণ一 ۝भେ学 େ学 64 23
 ౰ ङ野　জ޺ ౦ژେ学 େ学 64 24
 ౰ 安౻　णஉ ҵ৓େ学 େ学 62 25
 ౰ 保༄　康一 信भେ学 େ学 62 26
 ౰ ఱ野　一உ ౦ژେ学ۭؒ情報科学研究ηϯター େ学 55 27
 ౰ ஛Լ　徹 ๺ւಓେ学 େ学 54 28
 ౰ ໼ౡ　ಓࢠ 日本େ学 େ学 53 29
 ౰ ُඌ　࢘ߒ ઍ༿େ学 େ学 53 30
 ౰ Ѷ　ण一࿠ ౦ژେ学 େ学 52 31
 ౰ ઒୺　ਗ਼࢘ େࢢࡕ立自વ࢙ത物ؗ ׭公ி等 48 32
 ౰ ඌ上　఩࣏ ۝भେ学 େ学 48 33
 ౰ ޱࢁ　ඈௗ ౦ژେ学େؾւ༸研究所 େ学 48 34
 ౰ ࢻྱ　ౢߴ ౦๺େ学学術資源研究公開ηϯター େ学 46 35
 ౰ ޙ౻　࿨ٱ ౦ژେ学 େ学 43 36
 ౰ ּؒ　༑ത ശࠜொ立ശࠜδΦϛϡーδΞム ׭公ி等 42 37
 ౰ 野ా　ಞ 産業技術総合研究所 ׭公ி等 40 38
 ౰ ๺ଜ　༗ਝ ࣛࣇౡେ学 େ学 40 39
 ౰ ೲ୩　༑規 産業技術総合研究所 ׭公ி等 39 40
 ౰ ಺౻　一थ 産業技術総合研究所 ׭公ி等 38 41
 ౰ ಺野　ོ೭ 産業技術総合研究所 ׭公ி等 37 42
 ౰ 上দ　ࠤ知ࢠ ஜ೾େ学 େ学 37 43

  ઒ล　文ٱ 文෦科学ল ׭公ி等 36 
  ಺ඌ　༏ࢠ 国立科学ത物ؗ ׭公ி等 36 
 公ி等 35׭ ߏହ広 ւ༸研究開発機　ాࢁ  
 前େ学 େ学 35߂ ༟ೋ　ڮં  
 ੜ ౦๜େ学 େ学 35ߞ　ޱࢁ  
  ᖒޱ　ོ ౦༸େ学 େ学 35 
  ླ໦　णࢤ େ୩େ学 େ学 30 
  ੴڮ　ོ （公ࡒ）益෋地学会ؗ 会社 27 
 ઒　ീभ෉ 応用地質᷂ 会社 26ࢢ  
  ాଜ　Յ೭ （一ࡒ）ઍ༿ݝ環境ࡒ団 会社 25 
  加౻　໠࢜ ઒࡚地質᷂ 会社 21 
  দా　ٛষ /10 法人๺ւಓ総合地質学研究ηϯター 会社 18 
˞理事౰બ者は代議員ではなくなります．なお，౰બにいたらなかったީิ者は代議員です．
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（2）地方支部区選出枠の理事〔定数 7名〕　　　※任期：2020 年総会終了後～ 2022 年総会まで
関໊ 所ଐ֊層ػ෦۠ ཱީิ者໊ 所ଐࢧ 
 ๺ւಓ ୔ా　健 ๺ւಓେ学 େ学
 ౦　๺ ࠜ本　௚थ ߂前େ学 会社
 関　౦ ީิ者なし
 中　෦ ಓྛ　ࠀఓ ໊ݹ԰େ学 େ学
立େ学 େ学ࢢࡕଜ　宗थ େాࡾ ˒ـۙ 
 ࢛　国 ಸ良　正࿨ ߴ知େ学 େ学
 ੢日本 ૣࡔ　康ོ 広ౡେ学 େ学
．支෦۠౰બ代議員による౤ථにてબग़しましたـۙ，支෦۠બग़理事はـۙ˒ 

４．監事当選者名簿は次のとおりです．ɹ˞೚ظɿ���� ೥૯ձޙʙ ���� ೥૯ձ·Ͱ
 ཱީิ者໊ 所ଐػ関໊ 会һɾඇ会һのผ
応用地質᷂ 会員 ࢠ෦　良ؠ 
本正࢘事務所 ඇ会員ࢁ本　正࢘ ࢘法ॻ࢜ࢁ 

５．代議員選出者名簿は次のとおりです．（既報）　˞任2020：ظ 年総会ऴ了ޙʙ 2022 年総会まで
　（1）全国区代議員（52名：理事選挙による選出者は除く
 ཱީิ者໊ 所ଐػ関໊ 所ଐ֊層
 ੴڮ　ོ （公ࡒ）益෋地学会ؗ 会社
৽ׁେ学 େ学 ࢬل　ྛ౻ 
 ৿ా　੅人 産業技術総合研究所 ׭公ி等
༟೭ ळాେ学 େ学　ށߥ 
公ி等׭ ߏହ広 ւ༸研究開発機　ాࢁ 
 ٢ా　থथ ւ༸研究開発機׭ ߏ公ி等
 加౻　໠࢜ ઒࡚地質᷂ 会社
 ງ　利ӫ Ѫඤେ学 େ学
 দా　ٛষ /10 法人๺ւಓ総合地質学研究ηϯター 会社
前େ学 େ学߂ ༟ೋ　ڮં 
 益ా　੖ܙ େࢢࡕ立େ学 େ学
学ܳେ学 େ学ژたまき ౦　౻ࠤ 
உ 応用地質᷂ 会社޾　ו় 
公ி等׭ ଠ 産業技術総合研究所　ࢁࣣ 
公ி等׭ େհ 産業技術総合研究所　౻ࠤ 
 ᖒ໦　༎հ ౦ژେ学 େ学
 野ʑ֞　進 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 ਑ۚ　由ඒࢠ 産業技術総合研究所 ׭公ி等
業େ学 େ学޻ژ༑඙ ౦　౻ࠤ 
ւ༸研究所 େ学ؾେ学େژ५一࿠ ౦　ాࠇ 
 ே૔　ᰖ࣐ ژ౎େ学 େ学Ӄੜ
 ੴ⃻　ହஉ ෋ࢁେ学 େ学
 ൘໦　୓໵ 産業技術総合研究所 ׭公ி等
઒　ീभ෉ 応用地質᷂ 会社ࢢ 
 ҏ౻　߶ 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 Ҫཾ　康文 ౦๺େ学 େ学
知େ学ւ༸ίΞ総合研究ηϯター େ学ߴ Ҫ　խ෉ؠ 
 ಺ඌ　༏ࢠ 国立科学ത物ؗ ׭公ி等
 കా　真थ ᷂ૣౡ 会社
 େ୩　۩ذ ޾ෞେ学 େ学
 େ༑　ܗࢁ ࢠ޾େ学 େ学
 小ມ　խࢤ ᷂ύスί 会社
 ߳月　ڵଠ ౡࠜେ学ΤスνϡΞϦー研究ηϯター େ学
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 ઒ാ　େ࡞ 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 ઒ล　文ٱ 文෦科学ল ׭公ி等
 ᖒޱ　ོ ౦༸େ学 େ学
େ学 େ学ޱࢁ ଜ　ढ़তࢤ 
 ੁপ　༔հ 国立ۃ地研究所 ׭公ி等
 ླ໦　णࢤ େ୩େ学 େ学
 ੉ߒ　ށೋ ౡࠜେ学ΤスνϡΞϦʵ研究ηϯター େ学
 ੉ށ　େᏻ ԣ඿国立େ学 େ学Ӄੜ
౦๺େ学 େ学 ࢠ༄　ӫߴ 
 ాଜ　Յ೭ （一ࡒ）ઍ༿ݝ環境ࡒ団 会社
 ઍ代Ԇ　ढ़ ळాେ学 େ学
 ྛ　広थ ౡࠜେ学 େ学
༃ ԣ඿国立େ学 େ学Ӄੜ　ݪ౻ 
 向ࢁ　ӫ 国際ߤ業᷂ 会社
 ଜࢁ　խ࢙ ߴ知େ学 େ学
 本ܗࢁ ޭ　ࢁେ学 େ学
ੜ ౦๜େ学 େ学ߞ　ޱࢁ 
౎େ学 େ学ژ ࿏　ರࢁ 
本　৳次 ԣ඿国立େ学 େ学ࢁ 

（2）地方支部区代議員（54名）　˞任2020：ظ 年総会ऴ了ޙʙ 2022 年総会まで
　๺ւಓ（3 ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 େ௡　௚ ๺ւಓ立総合研究機׭ ߏ公ி等
େ学 ߍయ෉ ๺ւಓ教育େ学വؗ　౻ل 
 重野　੟೭ 明࣏ίϯαϧタϯτ᷂ 会社

　౦๺（2 ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 ൐　խ༤ ܗࢁେ学 େ学
 平野　௚人 ౦๺େ学 େ学

　関౦（1� ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 ໦ଜ　ࠀ己 （公ࡒ）ਂా地質研究所 会社
 ୨੉　ॆ࢙ ᷂地ݍ総合ίϯαϧタϯτ 会社
 ాଜ　ࢠࢳ ट౎େ学౦ژ େ学
 本ా　ঘ正 ౦ژ೶業େ学 େ学
ਗ਼࣏ なし その他　ࠜࡉ 
 方ҧ　重࣏ 国౔防災技術᷂ 会社
 小ాܒ　ݪ ਆಸ઒ݝԹઘ地学研究所 ׭公ி等
 ৿ా　宜࢙ 国際ੴ༉開発ఇੴ᷂ 会社
 ᖒా　େؽ ੴ༉資源開発᷂ 会社
 ੨野　ಓ෉ （同）δΦϓϨΠζ 会社
 Ӊ౎ٶ　正ࢤ 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 େ௶　誠 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 加౻　ܿ ۨᖒେ学 େ学
 ؙۚ　ཾ෉ 日本େ学 େ学
 利ޫ　誠一 産業技術総合研究所 ׭公ி等
 ෌ా　一෉ 日మ߭ίϯαϧタϯτ᷂ 会社
 ถᖒ　正߂ ौ୩教育学Ԃນு中学ߍ ŋ ߴ小中 ߍ等学ߴ
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　中෦（14 ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 安ߐ　健一 ෋ࢁେ学 େ学
 ౻ా　将人 ෋ࢢࢁ科学ത物ؗ ׭公ி等
 ਢ౻　2020.3）ࡈ 月຤ୀ会） ໊ݹ԰େ学 େ学
 平಺　健一 ੩Ԭେ学 େ学
 常൫　఩໵ 信भେ学 େ学
 ௕୩઒　୎ ۚ୔େ学 େ学
 ௕୩෦　ಙࢠ ۚ୔େ学 େ学
ণथ 信भେ学 େ学　ాࢁ 
 ᠅᠁　༎ҥ ໊ݹ԰େ学 େ学
 ஛಺　誠 ໊ݹ԰େ学 େ学
 ๛ౡ　߶ࢤ ৽ׁେ学 େ学
 ྛ　誠࢘ ໊ݹ԰େ学 େ学
 福地　ཾ࿠ ࢁསେ学 େ学
 ٢ా　ӳ一 ໊ݹ԰େ学 େ学

�）ـۙ　 ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 େ۲　健一 ਆށେ学 େ学
 ཬޱ　保文 ࣎լݝ立ඐഀބത物ؗ ׭公ி等
 ా中　ཬژ ࢤ౎教育େ学 େ学
 ࿨ా　য়ོ ಸ良教育େ学 େ学
重େ学 େ学ࡾ 行人　ݪ܀ 
 ୩　保޹ େ޻ࡕ業େ学 େ学

　࢛国（2 ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 ᴡ౻　఩ Ѫඤେ学 େ学
 ੨໼　ກ月 ಙౡେ学 େ学

　੢೔ຊ（1� ໊）
 氏໊ 所ଐ 所ଐ֊層
 向٢　लथ ౡࠜେ学 େ学
 ϨーϚϯ ϋϑΟーζ ΢ϧ ࣛࣇౡେ学 େ学
 ଠా　ହ߂ ๺۝भࢢ立自વ࢙・ྺ࢙ത物ؗ ׭公ி等
 ُҪ　३ࢤ ౡࠜେ学 େ学
 ઒ޱ　健ଠ 広ౡେ学 େ学Ӄੜ
 ໦ଜ　ޫ༎ 広ౡେ学 େ学
 നੴ　࢙人 広ౡେ学 େ学
 ۱ా　঵ޫ ௕࡚େ学 େ学
 ീ໦　公࢙ ᷂ඹࢁ地質年代学研究所 会社
ౡେ学 େ学ࣇࣛ ࢘ܒ　本ࢁ 
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　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開࠵日，会合໊，開࠵学会，開
場所を͝案಺கします．会員のօ༷の情報࠵
をお଴ちしています．
˒ҹは学会ओޙ（ޙ），࠵ڞ（ڞ），࠵ԉ，

．ࢍڠ（ڠ）

2020年
�݄̇　.BSDI
˓֩ʵϚϯτϧの૬࡞ޓ༻とڞਐԽ：
౷߹త地ਂٿ部Պ学の૑੒ʦ中ࢭʧ
ྩ࿨ݩ年౓成果発表会
3月2日（月）ʙ5日（໦）
場所ϗテϧϝϧύϧΫদࢁ別ؗ3֊ϥϑΟーω
IUUQ���DPSF�NBOUMF.KQ

˓ୈ3�ճສ国地࣭学会議ʦ中ࢭʧ
3月2日（月）ʙ8日（日）
場所：Πϯυ・デϦー
IUUQT���XXX.36JHD.PSH�

˓೔ຊ地学ΦϦϯϐοΫ　とͬ΀ɾ
ϨΫνϟʔʦ中ࢭʧ
3月15日（日）13�00ʙ17�00
場所：ஜ೾ۜ行本෦Ϗϧ10֊େ会議ࣨ
IUUQ���KFTP.KQ�FWFOU�MFDUVSF�2020�JOEFY.
IUNM

˓ୈ54ճ೔ຊਫڥ؀学会年会ʦ中ࢭʧ
3月16日（月）ʙ18日（ਫ）
会場：ؠ手େ学上ాΩϟϯύス
IUUQ���KTXF.PS.KQ�FWFOU�MFDUVSFT�JOEFY.IUNM

˓ୈ�ճ๷ࡂ学ज़࿈ܞγϯϙδ΢Ϝ
ʮ௿ස౓ڊେ災害をߟえるʯ
3月18日（ਫ）12�30 ʙ 17�30
場所：日本学術会議ߨಊ（౦ژ౎۠ߓ࿡本
໦）

˓ୈ232ճ地࣭Ԛછɾ֐ࡂΠϒχϯά
ηϛφʔ
3月27日（ۚ）18�30ʙ20�30
場所：๺とͽあ807会議ࣨ（౦ژ౎๺۠Ԧࢠ）
ؾ象ி地球環境・ւ༸෦ؾ）ٱ઒య౻：ࢣߨ
ީ情報՝௕）
ԋ題：ʮਫτϐοΫ　日本の߱ਫྔʙこれま
でのมԽとޙࠓの見通しを中心にʙʯ
会අ：会員500ԁ，ඇ会員 1,000ԁ
IUUQ���XXX.OQP�HFPQPM.PS.KQ�FWFOU.IUN

˓೔ຊଯੵ学会2020年ౡࠜ大会ʦ中ࢭʧ
3月28日（౔）ʙ30日（月）
会場：ౡࠜେ学দߐΩϟϯύス　教ཆ教育౩
2߸ؗ
IUUQ���TFEJNFOU.KQ�

�݄̇　"QSJM
ˑؔ౦支部：2020年౓総会ɾ地࣭ٕ
ज़఻ঝߨԋ会
4月11日（౔）14�00ʙ16�45
場所：๺とͽあୈ2研मࣨ（౦ژ౎๺۠Ԧࢠ
1�11�1

地質技術఻承ߨԋ会ʮϘーϦϯά技術，最ۙ
の動向ʯ
会社μΠϠίϯαϧࣜג）ࢯ๺઒ത໵：ࢣߨ
タϯτ）
ˎ総会ҕ任ঢ়క切：4月10日（ۚ）18時
IU UQ � � �XXX.HFPTPD J F UZ . K Q�PV U M J OF�
DPOUFOU0201.IUNM

˓ୈ233ճ地࣭Ԛછɾ֐ࡂΠϒχϯά
ηϛφʔ
4月24日（ۚ）18�30ʙ20�30
場所：๺とͽあ808会議ࣨ（౦ژ౎๺۠Ԧࢠ）
学（国౔交通লਫ資源෦ਫ資源　ޱ੢：ࢣߨ
੓ࡦ՝௕）
ԋ題：ʮ国のਫ資源੓ࡦとਫ॥環基本法ʯ
会අ：会員500ԁ，ඇ会員 1,000ԁ
IUUQ���XXX.OQP�HFPQPM.PS.KQ�FWFOU.IUN

˓ୈ1�ճॏۚ属ྨɾ࢒౔ੴॲ෼地ɾ
ഇغ෺ॲ෼地਍அにؔΘる地࣭Ԛછ
ௐࠪড়Խٕज़ݚम会
4月29日（ਫ・ॕ）ʙ5月2日（౔）（෦分受ߨ
可）
ओ10/：࠵法人 日本地質Ԛછ৹査機ߏ
会場：日本地質Ԛછ৹査機ߏ関౦ϕースϯ実
शηϯター（ઍ༿߳ݝ取ࢢ）
会අ：会員50,000ԁ，ඇ会員60,000ԁ，学ੜ：
15,000ԁ
IUUQ���XXX.OQP�HFPQPM.PS.KQ�TZNQP.IUN

�݄̇　.BZ
˓+Q(62020年大会
5月24（日）ʙ28日（໦）
会場：ນுϝοη（ઍ༿ࢢඒ඿۠）
IUUQ���XXX.KQHV.PSH�NFFUJOH@K2020�

�݄̇　+VOF
˓地࣭学࢙࠙࿩会
6月20日（౔）13�30ʙ17�00
場所：๺とͽあ805会議ࣨ（౦ژ౎๺۠Ԧࢠ）
໼ౡಓࢠ：h 地質学者φ΢Ϛϯ఻ʱを上Ѹして
加౻ᛨ一：日本ྻౡ成立࢙あれこれ

�݄̇　+VMZ
（後）ୈ57ճΞΠιτʔϓɾ์ࣹઢݚ
ද会ൃڀ
7月7日（Ր）ʙ9日（໦）
会場：౦ژେ学໻ੜߨಊ（文۠ژ໻ੜ）
IUUQT���XXX.KSJBT.PS.KQ�

�݄̇　"VHVTU
（後）Պ学ڭҭڠڀݚ議会ୈ��ճ全国
大会（෱ౡ大会）
8月1日（౔）ʙ3日（月）
場所：ҏୡࢢ立ྶࢁ中学ߍ（福ౡݝҏୡࢢ）

IUUQT���LBLZPLZP.PSH�

˓国ࡍΰϯυϫφڀݚ࿈߹（*"(3）
2020年総会ٴびୈ17ճΰϯυϫφ͔
ΒΞδΞ国ࡍγϯϙδ΢Ϝ
8月30日（日）ʙ9月̓日（月）
開࠵場所：ϊϘシϏϧスΫ（ϩシΞ）
発表要ࢫక切：4月30日
XXX.HPOEXBOBJOTU.PSH�

�݄̇　4FQUFNCFS
˓ ୈ1�ճ 国 ࡍ ෺ ࣭ ૊ ৫ 学 会 議
（*$050.1�）
9月6日（日）ʙ11日（ۚ）
場所：େࡕ෎立େ学
IUUQ���JDPUPN19.DPN�

˒೔ຊ地࣭学会ୈ127年学ज़大会
9月9日（ਫ）ʙ11日（ۚ）
会場：໊ݹ԰େ学౦ࢁΩϟϯύス

˓೔ຊ߭෺Պ学会2020年年会ɾ総会
9月16日（ਫ）ʙ18日	ۚ）
会場：౦๺େ学੨༿Ωϟϯύス
IUUQ���KBNT.MB.DPPDBO.KQ�JOEFY.IUNM

˓ୈ37ճྺ࢙地਒ڀݚ会（ҏլ大会）
9月19日（౔）ʙ22日（Ր・ॕ）
会場：ϋΠτϐΞҏլ（ࡾ重ݝҏլࢢ）
IUUQ���XXX.IJTUFR.KQ�JOEFY.IUNM

�̇�݄　0DUPCFS
˓೔ຊՐࢁ学会2020年౓ळق大会
10月8日（໦）ʙ10日	౔）
会場：໊ݹ԰େ学
IUUQ���XXX.LB[BO.PS.KQ�+�JOEFY.IUNM

஫ҙɿ৽ܕίϩφウΟϧεײછ֦大のӨڹ
にΑΓɼࣄߦ中ࢭのՄೳੑ΋͋Γま͢．࣮
前に֤ओࣄの༗ແにͭいて͸࠵։ࣄߦのࡍ
．者ɼ໰い合Θͤઌに֬͝ೝͩ͘͞い࠵
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教員・৬員公ื等の求人χϡ
ースߘݪにつきましては，࠾
用結果をお知らせいたͩけま
すようおئいகします．

ެื

山࿢ジΦύʔΫઐ໳һۨ܀
ूื（ࢢݪ܀ݝ৓ٶ）

ではɺ2019年4月1日にΦーϓϯしたࢢݪ܀　
ʮࢁۨ܀࿢δΦύーΫϏδターηϯターʯのӡ
Ӧに携わりながらɺࢢ಺֎へδΦύーΫを周
知する広報・એ఻活動ɺδΦαΠτの調査ɺ
δΦΨΠυの人材育成や小学ߍ・中学ߍなど
への防災・ݮ災教育への取り組Έɺ地Ҭ資源
の۷りىこしなどɺʮࢁۨ܀࿢δΦύーΫ専門
員ʯとしてɺ地Ҭの方ʑとともにҙཉをもっ
て活動していたͩける方をืूしていますɻ
ืू人員：地Ҭおこしڠ力ୂ（ࢁۨ܀࿢δΦ
ύーΫਪ進業務）2໊
ื集ݶظɿ2�2�೥4݄8೔（ਫ༵೔）まで
任2020：ظ年6月1日任用（ҕ৤）の予定です

のҠॅ手ଓき等に応͡てɺ任用ޙ用決定࠾）
（ҕ৤）日をมߋする場合がありますɻ）任用
（ҕ৤）日から2021年3月31日までのؒظとし
ますがɺ最௕3年を限౓としてɺຖ年౓ߋ৽
することができますɻ
଴۰等：1．ࢢݪ܀৬員のྫによりɺॅډに
かかるඅ用をิॿ（上限27,000ԁ）
2．活動に࢖用するं྆はɺࢢݪ܀がି与
બߟ方法：ୈ1次৹査：ॻ類৹査ɺୈ2次৹
査：໘઀બߟ
：-63ࡉৄ
IUUQT���XXX.LVSJIBSBDJUZ.KQ�X010�010� 
010�010�080�1001�1"(&00000000000000 
3821.IUNM
問合せ先： 
ಇ՝ڠຽࢢ画෦اࢢݪ܀
ి࿩ 0228�22�1164
業務಺༰に関して　ࢢݪ܀঎޻観ޫ෦δΦύ
ーΫਪ進ࣨ
ి࿩ 0228�24�8836

学研究科޻౎େ学େ学Ӄژ
ࣾձج൫޻学ઐ߈।ڭतืू

৬種：।教त
ืू人員：1໊
学研究科 社会޻౎େ学େ学Ӄژ：務場所ۈ
基൫޻学専߈ 資源޻学࠲ߨ 応用地球物理学
分野（ॅ所：ژ౎ࢢ੢ژ۠ژ౎େ学ܡ）
৬務಺༰：
 ・ 資源޻学࠲ߨ応用地球物理学分野，同分野

の所属する社会基൫޻学専߈に加え，౎ࢢ
社会޻学専߈および޻学෦地球޻学科の教
育・研究とӡӦに܎わる業務

 ・ 同分野に配属された学෦学ੜ，म࢜および
ത࢜学ੜの研究指導の΄か，޻学研究科・
や専ٛߨる一般教育܎学科に޻学෦地球޻
門ٛߨ科目，実ݧ科目，ԋश科目などを担
౰

ืू分野：
応用地球物理学分野では，資源ᡢ଻の場であ
る地֪಺෦のߴਫ਼౓可視Խに加え，資源ੜ成
や開発に܎る現象の地球科学的・޻学的な理
解ਂԽを目指している．そのため，਺値シϛ
ϡϨーシϣϯ手法を用い，地֪಺෦の߭物・
ΤωϧΪー・ਫ資源の地球科学的手法による
୳査手法の開発，地֪಺流体のҠ動や地Լഔ
質の物理学的性質やԹ౓・ѹ力の時ؒมԽな
どを解明する手法の開発，ਫѹ破ࡅやਫѹ破
に൐う地Լのঢ়ଶมԽ予測などに関する研ࡅ
究を行っている．応ื者には，上記研究಺༰
に必要な地球科学，地球物理学（特に地਒
学，ి࣓ؾ学，測地学），ؠੴ力学などの基
ૅ科学理論に加え，地਒೾・ి࣓೾૒方の೾
動場計ࢉやஷཹ૚಺෦のෳࡶな流体資源流動
特性を扱うݻӷ連成解ੳなど༷ʑな਺値シϛ
ϡϨーシϣϯ手法，そして地਒୳査やి࣓ؾ
学୳査૒方のϑΟーϧυ調査ݧܦが求められ
る．また，上ड़の分野において༏れた研究業
績と教育ݧܦを༗し，ண任ޙも資源޻学の学
術的発展に貢献できる人物であることが๬ま
しい．
資格等：
 ・ ത࢜の学位を༗すること．
 ・ ౰֘分野に関する༏れた業績を༗し，೤ҙ

をもってこれらの教育・研究と組織ӡӦな
どに取り組める方．

 ・ 日本ޠでの会࿩および文ॻによるҙ思のૄ
通に支োのないこと．

 ・ ӳޠによるٛߨの担౰が可能なこと．
任ظ：なし
ண任時ظ：ྩ࿨2年8月1日	または，それ以߱
できるͩけૣい時ظ

Ԡืక੾ ྩ࿨2೥5݄1೔（ۚ）ඞண
応ื方法などৄしくは，Լ記をࢀরしてくͩ
さい．
IUUQT���XXX.U.LZPUP�V.BD.KQ�KB�OFXT�
SFDSVJUNFOU
問い合せ先：
'BY� 075�383�3216 （担౰：௩ా࿨඙）
&�NBJM� UTVLBEB.LB[VIJLP.3W!LZPUP�V.BD.KQ

੩Ԭେ学ཧ学෦地ٿ科学科
ืެ（ڭॿ）һڭ

1．৬種・人員：ॿ教（任ظなし．年เ制を
適用します）・1໊
2．専門分野：地球科学
3．応ื資格：
1）ঁ性または֎国人（੩Ԭେ学は，੩Ԭେ
学உঁڞ同ࢀ画ݑষの基本方਑に基づき，ঁ
性教員のൺ཰向上に努めており，雇用の分野
におけるஉঁのۉ等な機会及び଴۰の確保等

に関する法཯ୈ8৚の規定に基づき，ঁ性教
員の࠾用をਪ進するため，または，研究・教
育྆໘での国際Խの進展を図るため，ঁ性ま
たは֎国人に限った公ืを行います．֎国人
の場合は，教育・ӡӦ業務に必要な日本ޠ能
力をもつ方の応ืをظ଴します．）
2）ത࢜の学位を༗する方
3）地球科学のٛߨ，実ݧ，実श，ԋश等を
担౰できる能力を࣋ち，学෦学ੜ・େ学Ӄੜ
の教育に೤ҙのある方．特に，地質調査等の
ϑΟーϧυϫーΫを取りೖれた教育ができる
方．
4）地球科学分野において，研究ྺに相応し
いߴਫ४の研究業績がある方．
4．ண任時2020：ظ年10月1日以߱のできるͩ
けૣい時ظ
5．応ืॻ類：
1）ཤྺॻ（受৆ྺ，֎෦資ۚの֫得ঢ়گ，
学಺֎の活動ঢ়گを含む）
2）これまでの研究಺༰（日本ޠで600ࣈ程
౓）
3）これまでの教育ྺ（これまで担౰したߨ
໊ٛ・実໊ݧなどにݴ及し，日本ޠで600ࣈ
程౓）
4）研究業績目録
"）査ಡのある論文および総説（Ԥ文，࿨文
を分ける）
#）査ಡのない論文および総説（Ԥ文，࿨文
を分ける）
$）ஶॻ（Ԥ文，࿨文を分ける）
%）ओ要論文（3ฤ以಺，それぞれのඃ引用
਺（8FC PG 4DJFODFまたは4DPQVTなどデー
タ源を明示すること））
&）その他৹査のߟࢀになる事߲（任ҙ）
5）ओ要論文のҹ࡮物およびそれらの論文֓
要（日本ޠで֤150ࣈ程౓）
6）本学にෝ任した場合のޙࠓの研究・教育
の計画と๊ෛ（日本ޠで2,000ࣈ程౓）
7）応ื者についてҙ見を࢕える方2໊の໊ࢯ
およびϝーϧΞυϨスとి࿩൪߸
6．応ื方法：༣ૹまたは୐配便．ʮ地球科学
教員応ืʯとगॻきし，ཤྺが࢒る方法でࢴ
ഔ体をおૹりくͩさい．なお，応ืॻ類はฦ
٫いたしません．
�．Ԡืక੾ɿ2�2�೥5݄8೔（ۚ）ඞண
8．໘઀：બߟஈ֊で，໘઀またはߨԋをお
څいすることがあります．たͩしཱྀඅの支ئ
はありません．
9．その他：研究業績の৹査において，産前，
産ٳޙՋまたは育ٳࣇ業取得による研究中அ
ߟがある場合には，応ื者の申ग़によりؒظ
慮します．
ॻ類のૹ付先および問合せ先
˟422�8529　੩ԬॣࢢՏ۠େ୩836
੩Ԭେ学理学෦地球科学科 教त　໦ଜ ߒ೭
ి࿩：054�238�4784
ϝーϧ：LJNVSB.IJSPZVLJ!TIJ[VPLB.BD.KQࢠి
本学科のৄࡉは，౰学科の)1を͝ࢀরくͩ
さい．
IUUQ ���XXX.TD J . TI J[VPLB .BD . KQ�_HFP�
8FMDPNF@K.IUNM
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Ԭ山ཧ科େ学ཧ学෦
һެืڭཧ学科ૅج

1．機関 Ԭࢁ理科େ学
2．所属 理学෦・基ૅ理学科
3．৬種 ।教तຢは教त 1 ໊
4．専門分野 地球科学分野
5．ओな担౰科目 地質学，地球科学ᶗ・ᶘ，
地学実ݧ，野֎実ફ指導実शᶗ・ᶘ，教৬基
ૅԋश，地球࿭੕科学特論ᶙ（େ学Ӄ）など
6．応ื৚݅

（1）ത࢜߸取得者，またはண任時までの取得
見ࠐΈ者で，教育・研究に対してे分な能力
と೤ҙのある方

（2）野֎実श科目，理科教員ཆ成科目および
情報ܥ科目のӡӦにੵۃ的にڠ力ができる方
用予定日 ྩ࿨2年9月1日，またはそれ࠾．7
以߱なる΂くૣい時ظ
8．提ग़ॻ類

（1）教員個人調ॻ及び業績一ཡ（༷ࣜ1 ʙ 7）
 ・ 本学の指定する༷ࣜ1 ʙ 7に記ೖしてくͩ

さい．༷ࣜ1はࣸ真ఴ付．
（༷ࣜ1 ʙ 7はԼ記 63- からμ΢ϯϩーυし
てお࢖いくͩさい．）
IUUQT���XXX.PVT.BD.KQ�UPQJDT� DBU�8

（2）ओ要論文（3ฤ）の別࡮り（またはίϐ
ー）及びその解説

（ະ公表論文にはࡌܝ証明ॻのࣸしをఴ付の
こと）

（3）問い合わせ可能なਪન者2໊の໊ࢯおよ
び連བྷ先
�．Ԡืݶظ ྩ࿨2೥5݄8೔（ۚ）ඞண
10．ॻ類ૹ付先 ˟700�0005 Ԭࢢࢁ๺۠理େ
ொ1�1
Ԭࢁ理科େ学 理学෦ 基ૅ理学科 学科௕ ҏ
代野 ३

（෧౵にʮ教員応ื（地球科学分野）ʯとगॻ
きし，؆қॻཹまたはॻཹで༣ૹのこと）
11．問合せ先 理学෦ 基ૅ理学科 学科௕ ҏ
代野३ &�NBJM� JZPOP!EBT.PVT.BD.KQ
研 究 ࣨ　5&-：086�256�9602　'"9：086�
256�8006（$2 ߸ؗ事務ࣨ）

山ޱେ学େ学Ӄ૑੒科学研究科
һͷެืڭ

1．公ื人員：ࢣߨまたはॿ教1໊
2．所属：େ学Ӄ૑成科学研究科理学ܥ学Ҭ 
地球科学分野（理学෦地球ݍシステム科学
科）1677�1 ٢ాࢢޱࢁݝޱࢁ 
3．専門分野：地球科学分野（資源学・߭物
科学などを含む地質学関連分野）
4．担౰科目：ڞ通教育科目，学෦及びେ学
Ӄ専門科目
5．任ࢣߨ：ظは任ظなし，ॿ教の場合，̑
年（৹査により5年の࠶任1ճ可）
6．ண任時ظ：ྩ࿨2年12月1日以߱のできる

ͩけૣい時ظ 
7．応ื資格：（1）ത࢜の学位を༗する方（2）
地球科学分野の実ݧ・野֎実श・त業に加
え，特別研究（ଔ業論文）等の指導を担౰で
きる方（3）౰֘分野では，+"#&&（日本技
術者教育認定機ߏ）認定ϓϩάϥムに基づき
教育を実 施しております．౰֘分野の現ス
タοϑとڠ調して，このϓϩάϥムにԊって
的ۃ౓技 術者となりうる人材の育成にੵߴ
に取り組める方
8．଴۰：国立େ学法人ޱࢁେ学の規定によ
る．（˞৽年เ制導ೖޙは年เ制へ切りସえ
ることもある．）
9．応ืక切：ྩ࿨2年6月30日（Ր）必ண
10．提ग़ॻ類：（1）ཤྺॻ（ύιίϯ࡞成
可，現ॅ所，ి࿩൪߸，F�NBJM ΞυϨス，学
したもの）（2）ࡌ৬ྺ等を記，（以߱ߍߴ）ྺ
研究業績Ϧスτ（研究論文，ஶॻ，総説・解
説等に分けて，査ಡの༗ແやҹ࡮中・౤ߘ中
のものは，そのࢫを明記すること．）（3）上
記（2）に記したओ要研究論文の別࡮ຢはί
ϐー（3ฤ以಺）（4）これまでの研究ܦ過と
将来の研究計画（"4൛で2ຕ以಺）（5）ண任
の教育に対する๊ෛ（"4൛で1ຕ）（6）競ޙ
争的֎෦資ۚの֫得ঢ়گϦスτ（7）応ื者
についてর会可能な方2໊の方の໊ࢯと連བྷ
先（所属，৬໊，ۈ務先ॅ所，ి࿩�'BY൪
߸，F�NBJMΞυϨスなど）
11．ॻ類ૹ付先：˟753�8512 ࢢޱࢁݝޱࢁ
٢ా 1677�1 問合せ先 ޱࢁେ学େ学Ӄ૑成科
学研究科 理学ܥ学Ҭ 地球科学分野௕ େ࿨ా 
正 明 5FM� 083�933�5751， F�NBJM� PXBEB!
ZBNBHVDIJ�V.BD.KQ ˞෧౵にʮ地球科学分野
教員応ืॻ類ࡏ中ʯとगॻの上，؆қॻཹで
༣ૹしてくͩさい．たͩし，ւ֎からの応ื
の場合はిࢠϝーϧによる1%'ϑΝΠϧૹ
付可．˞応ืॻ類はฦ٫しません．応ืॻ類
に含まれる個人情報は，本બߟ以֎の目的に
は ࢖用しません．˞ॻ類৹査をܦて，໘઀
を行うことがあります．໘઀に൐うཱྀඅ等は
自己ෛ担となります．
12．その他：౰分野のスタοϑ及び研究಺༰
につきましては，౰分野のϗームϖーδを͝
ཡくͩさい．（IUUQ���XXX.TDJ.ZBNBHVDIJ�V.
BD.KQ�KB�TDJ�TUBGGMJTU�HFP.IUNM）

日本地質学会にدせられ
たީิ者のืू・ਪન依
頼等を͝案಺கします．

֤৆ɾ
ॿ੒ڀݚ

ྩ࿨�೥౓ۨ܀山࿢ジΦύʔΫ
学ज़研究౳঑ྭۀࣄ

࿢δΦύーΫでは，ΤϦΞ಺の資源発ࢁۨ܀
۷や学術的価値の૑ग़を目的として，ࢁۨ܀
࿢δΦύーΫを対象とした研究活動を行う学

ੜ及び研究者に対し，調査研究අのॿ成を行
っています．
1. ॿ成対象事業
地質等，地球・ܗ࿢δΦύーΫの地ࢁۨ܀ ・ 

科学分野の学術研究
࿢δΦύーΫの防災教育に関する学ࢁۨ܀ ・ 

術研究
࿢δΦύーΫと地Ҭ社会のつながりࢁۨ܀ ・ 

に関する人文・社会科学分野の学術研究
 ・ その他，ࢁۨ܀࿢δΦύーΫの活用に資す

る学術研究
 （ྩ࿨3年2月26日（ۚ）までに実績報告ॻ

を提ग़し，そのޙ学術研究の成果を学会も
しくは学会に४͡る組織で発表，またはڠ
議会会௕が別に指定する方法で公表するこ
と）

2. ॿ成の対象者（ෳ਺の研究者等によるڞ同
研究も対象となります．）
 ・ 国಺のେ学，େ学Ӄにࡏ੶する学ੜないし

Ӄੜ
 ・ 国಺のେ学，େ学Ӄのࡏ੶する教員または

研究員
࿢δΦύーΫの質の向上に資する学ࢁۨ܀ ・ 

術研究を行う者
3. ॿ成ۚのֹ等
　1݅あたり40ສԁを上限とし，3݅程౓࠾୒
予定
ؒظूื .4
　ྩ࿨2年4月1日（ਫ）ʙ5月11日（月）
࿢δΦύーΫ΢ΣϒαΠࢁۨ܀） -63ࡉৄ .5
τ಺）
　IUUQT���XXX.LVSJIBSBDJUZ.KQ�HFPQBSL�020 
�040�1"(&000000000000005909.IUNM
6. その他
　本事業はྩ࿨2年౓ࢁۨ܀࿢δΦύーΫਪ
進ڠ議会総会において，予ࢉの成立を提にし
たものであり，本事業に܎る予ࢉが可決され
ない場合は࠾୒を見ૹる場合が
あります．

問い合わせ先
༣便൪߸：989�5372
࿢ࢁۨ܀ ધ5൪地وদ૔౦ۨ܀ࢢݪ܀ݝ৓ٶ
δΦύーΫϏδターηϯター಺
議会　担౰：ా中ڠ࿢δΦύーΫਪ進ࢁۨ܀
௚通ి࿩൪߸：0228�24�8836
ϑΝΫス൪߸：0228�45�5936
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μΠφϛοΫ地૚学

૿ా෋࢜༤ɹฤஶ
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　ۙ年，地਒や୆෩，あるいはകӍの߽Ӎな
どにともなってਙେな自વ災害が日本֤地で
発ੜしている．人ޱがີूするେ౎ݍࢢで
は，自વ災害に対する防災や保全に向けて，
ԭੵ૚を中心とした地Լ地質の実体解明を目
指したϘーϦϯά調査がこれまでにଟ਺行わ
れて来た．本ॻは，૿ా෋࢜༤ࢯが中心とな
って取得されたେࡕ平野，ਆށの࿡ࢁߕ࿢，
ならびにژ౎ຍ地のԭੵ૚を対象とした学術
ϘーϦϯάデータと，これらの地Ҭで別్取
得されてきた学術ϘーϦϯάデータ，関੢ݍ
地൫情報データϕース，ならびに遺੻の発۷
によって露ग़した地૚அ໘などに対して，৽
しい視点に基づいた地૚の解ੳ方法を適用す
ることで解き明かされた，ԭੵ૚の特௃とܗ
成過程に関するஶ者らの研究成果のΤοηϯ
スがまとめられたものである．
　本ॻでは，ԭੵ૚は，ʮ最ऴණظ最੝ظに
をຒੵする地૚ʯと定ٛさܗ成された୩地ܗ
れている．これは，ԭੵ૚のܗ成をࠓからお
よそ1.8ສ年前の最ऴණظにかけてのྫྷפԽ
にともなう相対的ւਫ४の௿Լでܗ成された
୩นなどの不੔合໘を基底として，その上位
に発ୡする相対的ւਫ४の最௿Լظから上ঢ
ւ໘ߴさらにはおよそ5000�6000年前の，ظ

成さܗにظるւ໘௿Լࢸにࡏとそれ以߱現ظ
れた一連の地૚を̍つの୯ݩとしてଊえよう
とした点にある．ஶ者らがԭੵ૚を研究対象
としたେきな理由の̍は，地૚に含まれる֋
֪ยや໦ยを利用してଟ਺の14$年代測定が
可能であることから，地૚をܗ成したଯੵシ
ステムの発ୡ過程をߴい時ؒ分解能で解ੳで
きること，すなわち本ॻのタΠτϧにあるよ
うに，地૚のܗ成過程をʮμΠφϛοΫʯに
解ੳできることにある．さらに，ԭੵ૚に࢒
された遺੻の発۷調査で露ग़したۇかな地૚
அ໘や遺੻の表໘に現れたඍ地ܗなどをৄࡉ
に観࡯することで，ஶ者らが開発してきた地
૚の解ੳ方法を適用して，ೄ文時代や໻ੜ時
代に発ੜした自વ現象の特௃と౰時の人ʑの
行動が，月，ि，日などのৄしい時ؒ目੝り
で解き明かされている点でも，本ॻが目指し
たʮμΠφϛοΫʯな地૚の解ੳにഥंがか
けられている．
　本ॻには，関੢ݍ地൫情報データϕースに
基づいて࡞成されたԭੵ૚の૚ংஅ໘図がΧ
ϥーでଟ਺示されている．一般に，露頭やϘ
ーϦϯάίΞで地૚が観࡯された場合，ؠ
相，ཻ౓，ଯੵߏ造などの特௃に基づいてଟ
਺のଯੵ相が識別され，ଯੵ相のྦྷ重༷ࣜの
特௃などからଯੵシステムが෮ݩされる．一
方，関੢ݍ地൫情報データϕースでは，ట，
シϧτ，࠭，᛽，ѥ୸のۇか6種類のؠ相し
か識別することができない．しかし，ஶ者ら
がଟ਺のϘーϦϯάデータをີߴ౓で配ྻし
たことで，6種類のؠ相の時ۭ分෍の特௃が
৭઱やかにඳきग़されている．このような૚
ংஅ໘図ͩけでもࢲたちの地Լ地質に対する
理解౓が格ஈとߴਫ਼౓Խされたとߴく評価さ
れるが，本ॻでは，૚ংஅ໘図のଟくに，ଯ
ੵ相解ੳ，シーέϯス૚ং学， 4IB[BN૚ং
学に基づいたෳ਺の地૚境քઢが௥加されて
いる．その結果， 6種類のؠ相のΈが識別さ
れたͩけであるにもかかわらず，関੢ݍの地
൫をߏ成するԭੵ૚のʮμΠφϛοΫʯな解
ऍへと༠うଟ਺の૚ংஅ໘図が見事にඳきग़
されている点も，本ॻの目ۄの1つとݴえよ
う．
　本ॻは219ทにおよͿେஶであり，次のよ
うな20のষでߏ成されている．ୈ1ষʮେࡕ
平野とその周ล地Ҭの地ܗと地質ʯ，ୈ2ষ

ʮ地質データと解ੳ法ʯ，ୈ3ষʮߴ௬ࡾࢢౡ
，されたԭੵϘーϦϯάίΞの解ੳʯ࡟で۷ߐ
ୈ4ষʮਆࢢށਨਫのԭੵ૚上෦に対するଯ
ੵ相解ੳのྫʯ，ୈ5ষʮେࡕ平野のւਫ४ม
動ʯ，ୈ6ষʮ学術ϘーϦϯάίΞのؠ相มԽ
とେࡕ࿷のւگม動ʯ，ୈ7ষʮԭੵ૚基底に
Έられるւୀظのஈٰ地ܗと最ऴණظのՏ
઒ʯ，ୈ8ষʮւ進ظの೾৯地ܗとଯੵ物ʯ，
ୈ9ষʮߴւ໘ظのւ؛ઢʯ，ୈ10ষʮւ໘安
定ظからւୀظの地૚ܗ成ʯ，ୈ11ষʮʠ໻ੜ
の小ւୀʡ：最ߴւ໘ظ以߱のւ໘ม動，ୈ
12ষʮେࡕ平野のԭੵ૚のݹ地理ʯ，ୈ13ষ

ʮਆٶࡾށで発見されたށߐ時代の௡೾ଯੵ
物ʯ，ୈ14ষʮେࡕ࿷の地ܗ改มとϘーϦϯ
άデータʯ，ୈ15ষʮߏ造ӡ動とԭੵ૚ʯ，ୈ

16ষʮژ౎ຍ地のઔঢ়地ଯੵ物ʯ，ୈ17ষ
ʮژ౎ന઒ઔঢ়地の໻ੜ時代の࠭質౔ੴ流ଯ
ੵ物ʯ，ୈ18ষʮژ౎ຍ地ೆ෦ڊໆ஑のބপ
ଯੵ物ʯ，ୈ19ষʮ໦௡઒の൙ཞ流࿏と破అ
ϩーϒଯੵ物ʯ，ୈ20ষʮ໦௡઒流Ҭの人ޱ
地ܗ改ม：ఱҪ઒とఱ地ฦしʯ．
　さらに，地૚の解ੳに不可ܽな露頭やϘー
ϦϯάίΞの観࡯方法やデータの解ੳ方法な
どに関する基ૅ事߲の解説が̒つのίϥムと
してૠೖされ，ಡ者の理解をॿけるࢼΈが施
されている．また，֤ষにڞ通したେม良い
点は，֤ষのは͡めにそれぞれのষのτϐο
Ϋスが؆ܿにまとめられていること，そして
最ޙに֤ষのΤοηϯスがʮまとめʯとして
総ׅされていることである．特に，その中で
もେม良いࢼΈとߴく評価される点は，最ޙ
のʮまとめʯで֤ষの結論や地૚の解ੳに適
用された方法などに関しての現時点での問題
点やޙࠓの研究՝題が明確に示されているこ
とである．これは，本ॻの಺༰をӏವΈにす
るのではແく，本ॻから得た知識や研究手法
をಡ者がҟなった地Ҭや時代の地૚の解ੳに
応用しようとࢼΈる場合，頭のย۱に常にஔ
いておく΂き஫ҙ点がまとめられたஶ者から
のϝοηーδと理解される．
　本ॻは，関੢ݍのԭੵ૚をྫとして，地૚
の解ੳ方法を解説した良ॻと評価される．特
に，情報ྔがগないط存のデータを活用する
場合，Ξϓϩーνや解ੳ方法を޻෉すること
で，これまでにແい৽しい情報が地૚から活
き活きと解ಡできることが，本ॻのࢸる所で
೤くޠられている．また，ԭੵ૚の成り立ち
がৄしく෮ݩされたことは，ࢲୡの਎ۙな自
વ環境にどのようなະ来が଴ち受けているの
か，過ڈからະ来を予測し，ޙࠓの自વ環境
の保全や防災への方ࡦに対して，本ॻは୔ࢁ
のώϯτを導きग़している．まえがきで，ஶ
者は，ʮこの研究，໘നいでしΐうʂʯと他
人にݴいたいのが本ॻの目的であるとड़΂て
いる．ଟくのಡ者にこの目的が఻わることを
評者はظ଴したい．

（ҏ藤　৻）

঺ɹհ
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　*($1（地質科学国際研究計画）679（2019�
2023年）の，ୈ1ճ国際研究ू会ʮനѥلの
ΞδΞにおけるݻ体地球μΠφϛΫス・Թࣨ
౦ࢁ応౴の連関ʯが，中国ܥとւ཮ੜଶީؾ
ল੨ౡࢢで行われた．*($1679は，安౻がϦ
ーμーとして活動した*($1608（2013�2017� 
2018年）のޙ継ϓϩδΣΫτとして，中国科
学Ӄ ೆژ地質ݹੜ物研究所の(BOH -J（ཥ 
㪙）教तをϦーμーとする，2019年2月Լ०
に࠾୒された5年ؒのϓϩδΣΫτである．
　*($1は6/&4$0の8FCTJUFに঺հされて
いるように，ຖ年10月15日が提案క切日で，
৽規提案は5つのϓϩδΣΫτテーϚຖにઃ
けられた科学৹査ҕ員会の分科会によって৹
査される．結果はύϦの6/&4$0本෦で行
われる*($1評議会（2020年は2月18�21日開
で決定・公表される．本年౓は21݅の提（࠵
案のうち7݅が࠾୒された．
　*($1679は，*($1350 	1993�1998
, 434 
	1999�2004
, 507 	2006�2011
, 608 	2013�2018
 
とଓく౦ΞδΞのനѥܥ研究者のωοτϫー
Ϋを継承するもので，നѥلのީؾ・地理・
環境෮ݩを目的とし，地質・ੜ物Πϕϯτと
環境ม動との関連を明らかにすること・ީؾ
を目指している．

γϯϙδ΢Ϝ
　10月15日（Ր），16日（ਫ）の2日ؒ，ࢁ౦
科学技術େ学の:JGV会議場で開࠵され，ޱ頭
ηοシϣϯとϙスターηοシϣϯが行われ
た．基調ߨԋ2݅（֤30分），ޱ頭42݅（基調

ԋ36֤݅15分），ϙスߨԋ6֤݅20分，通常ߨ
ター 12݅の発表が行われた．ޱ頭ηοシϣ
ϯは，1

஬学，2ࠛݹ  നѥݹل২物ଟ༷性
と3，ީؾݹ
 നѥلμΠφϛΫスとީؾݹ，
4

5，ީؾݹل౦ল地Ҭのനѥࢁ  നѥل૚
ং・Πϕϯτ・ݹ環境という̑テーϚに分け
て行われた．ҹ象的ͩったのは，2日目のη
οシϣϯの࠲௕を務めたυΠπのϋΠデϧϕ
ϧάେ学の重௟である1FUFS #FOHUTPO教त
が，Ϧーμーのཥ 㪙ࢯがཹ学中の指導教त
で，学位のओ査でもあったことを൸ᖨしてく
れた時ͩった．かつてのࢣを，ఋࢠがओ࠻す
るϓϩδΣΫτのୈ1ճシϯϙδ΢ムにট଴
し，現ࡏもڞ同研究をଓけるࢣఋの姿にはڳ
をଧたれた．
　開会ηϨϞχーは，ࢁ౦科学技術େ学のு
ӳᐢ෭学௕，ࢁ౦ল地質調査Ӄ෭所௕のܴ׻
スϐーνで࢝められ，前ϓϩδΣΫτϦーμ
ーの安౻のѫࡰ，中国科学Ӄೆژ地質ݹੜ物
研究所෭所௕のԦ܉෭所௕のܴ׻ѫࡰがあっ
た．そのޙ，Ϧーμーの(BOH -J教तからϓ
ϩδΣΫτの研究方਑やίϯηϓτが示され
た．記念ࡱ影（ࣸ真1）のޙ，基調ߨԋでは，
*($1608の ෭ Ϧ ー μ ー で あ っ た ສ ڿ ঩ 
9JBPRJBP 8BO （中国地質科学େ学 教त）と
ঃ ੕ 	9JOH 9V
 中国科学Ӄ ݹ੸௣動物・ݹ
人類研究所 教तが，それぞれ，中国౦๺෦
のদྒྷຍ地の上෦നѥܥ૚ং，೤Տ（+FIPM）
ੜ物܈の総ׅ的ϨϏϡーがなされ，中国を代
表するനѥل研究の最前ઢが঺հされた．
　シϯϙδ΢ムには，14 ϲ国約140໊以上の

学協会・研究会報告

IGCP（地質科学国際研究計画）679
第１回国際シンポジウム（中国山東省・青島）

のもと成ޭཪؾ加者があり，࿨やかなงғࢀ
にऴ了した．日本からは，安౻の΄か，౦ژ
େ学，ૣҴాେ学，੩Ԭେ学から，学ੜを含
め10໊のࢀ加があった．日本以֎では，ϩシ
Ξ，Ϟϯΰϧ，ؖ国，タΠ，ϕτφム，ϚϨ
ーシΞ，ωύーϧ，ϑΟϦϐϯ，υΠπ，ӳ
国，ϑϥϯス，νΣίからのࢀ加者があっ
た．中国国಺からは，ೆژ地質ݹੜ物研究
所，中国地質େ学，ݹ੸௣動物・ݹ人類研究
所，ࢁ౦ল地質調査Ӄ，ࢁ౦科学技術େ学な
どからࢀ加しており，開࠵地のࢁ౦科学技術
େ学からは教員・研究者ͩけでなく，学ੜも
．学のために加わっていたޙ
　なお，シϯϙδ΢ム要ूࢫの一෦は0QFO 
+PVSOBM PG (FPMPHZの910ר߸に特別߸ 	以Լ
の63-
 としてࡌܝされている．
　IUUQT���XXX.TDJSQ.PSH�KPVSOBM�IPNF.
BTQY *TTVF*%�12982
　また，*($1679の8FCTJUFはԼ記63-でӾ
ཡできる． 
　IUUQ���OJHQBT.DBT.DO�JHDQ679�

地࣭८ݕ
　シϯϙδ΢ム前の10月12ʵ14日に実施され
た地質८検では，ࡾ日ؒとも10�11�17の॓ࣷ
であったཟւ 	#MVF )PSJ[PO
 ϗテϧから日
の要所を見学するこܥ౦লのനѥࢁ，りでؼ
とができた．全体の案಺はཥ 㪙ࢯであった
が，現地ではओにࢁ౦ল地質調査Ӄとࢁ౦科
技େの地ݩ研究者や֤ത物ؗの৬員の説明を
ཥࢯがӳ༁するܗで進められた．ࢀ加者はΨ
Πυやスタοϑを含んでόスೋ୆総勢50人΄
どであった．
　ୈ1日目の4UPQ 1は，όスで̏時ؒ，ϗテ
ϧから੢に250 LNの，ࡁೆ 	+JOBO
৓ࡊࢢ 

（-BJDIFOH） ۠ の 一 ֯ に あ る， ߚ ੴ 
	)POHTIJ
 公Ԃであった（ࣸ真2）．ڊେࣼ交
૚理が見事な࠭യ成੺৭࠭ؠでനѥلॳظϕ
ϦΞシΞϯظのࡾ୆ 	4BOUBJ
 ૚である．ࣼ交
૚理の前ஔ໘の傾ࣼ方向はೆ౦が୎ӽしてお
り，୎ӽ෩のภ੢෩のݹ流向を示しているよ
うである．シϧτؠを含む૚४にはׂׯれࠟ
やϦοϓϧもΈられ，一ଳが࠭യީؾにあっ
たことを示していた．なお，この地Ҭは

安藤寿男（茨城大学理学部）

写真1　シンポジウムの会議場玄関前での集合写
真．
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5BOMVஅ૚੢ଆに઀する，先ΧϯϒϦΞྦྷք・
ੜքに不੔合で重なる中ੜքʵ৽ੜքの地ݹ
．ঢ়ଯੵຍに位ஔ付けられているߔ
　180 LN΄ど໭った4UPQ 2と3では，5BOMV
அ૚౦ଆのࢁ౦൒ౡに広く分෍する一連の཮
成നѥܥの੢ԑ෦を見学した．4UPQ 2は諸৓ 
	;IVDIFOH
国家地質公Ԃ಺の，諸৓中ཽڪ 
国๫ཾؗである（ࣸ真3）．これは上෦നѥܥ
Ԧࢯ 	8BOHTIJ
 ૚ߚ܈౔ؠ 	)POHUVZB
 ૚Լ
෦ 	100�98 .B
 に含まれるࠎཽڪ格૚の૚理
໘（約25 傾˃ࣼ）を，ڊେなυームで෴った
ものである．2000個をӽえるେࠎཽڪܕ格
は，保存はいいが関અしているものはগな
く，お互いに઀しないで一໘にࢄཚした，明
ら か に ࠶ ଯ ੵ し た も の で あ る． 最 ۙ は
;IVDIFOHUZSBOOVTとされているテΟϥϊα
΢ϧス科の्٭類の産地として必見である．
この地Ҭ一ଳはཽڪをテーϚにした૖େなδ
ΦύーΫとして計画されているようͩが，適
切な説明がなく，全体૾は೺Ѳしかねた． 
　4UPQ 3は，4UPQ 2からೆ੢20 LNऑのٰྕ
地ଳにある，Լ෦നѥࡊܥཅ 	-BJZBOH
 ૚܈
:BOHKJB[IBVOH૚ 	129�128 .B
 の଍੻Խੴ産
地である（ࣸ真4）．τタϯ԰ࠜでඃせたͩけ
の施ઃであるが，一໘にଟ方向のϦοϓϧや
れࠟ，଍੻Խੴがີूしており，਺ DNׂׯ
୯位のബ૚理໘͝とにҟなるଯੵߏ造や଍੻
がଟ਺見られた．
　2日目は，ࢁ౦൒ౡ中ԝ෦のࡊཅ֗ࢢ 	ϗ
テϧから๺౦約150 LN
 から，ೆೆ੢20LN
の೶ଜ地ଳにある，ࡊཅ૚܈ਫೆ 	4IVJOBO
 
૚の露頭から࢝まった 	4UPQ 4
. ਫೆ૚は先
ΧϯϒϦΞ時代の+JOHTIBO ૚܈のੴӳ質᛽
ؠటؠに不੔合でのっており，基底෦は࠭ؠ
互૚であるが，上෦はބ成ทؠ૚からなり，
ਫ੗ࠛ஬類がଟ産する．時代は 	δϧίϯの
6�1C法
 で130�128 .B付ۙとされ，ྒྷೡলの

Ӌໟཽڪで༗໊なٛݝ 	:JYJBO
 ૚と同૚४
とのことである．
の໛ࣜ地のಓ࿏܈ཅ૚ࡊの4UPQ 5ではޙޕ　
Ԋいで，3 LN ऑを2時ؒऑ歩きながら૚ং
とؠ相を見学した．年代は129�125 .Bの範ғ
で，Տ઒ʙބপ成の，᛽ؠ࠭，ؠ，ബ༿理ท
ଟߏ૚と，結ؠおよびทؠ৭の࠭ࢵに，੺ؠ
༷なؠ相からなり，૚ް਺100 NにおよͿ連
ଓηΫシϣϯにԊって༷ʑなଯੵߏ造も͗ٸ
଍で見ることができた．
　4UPQ 6はࡊཅࢢ中心֗から๺౦10 LN ΄ど
の，ٰྕ地ଳのാ࿬にあるਫೆ૚のബ༿理ท
類がଟ産すڕで，-ZDPQUFSBで代表されるؠ
るބ成૚である．地໘を۷りฦしながらԽੴ
．にເ中になった一時であったू࠾
　̏日目は2日目と同͡くࡊཅࢢ周ลのࡊཅ
૚܈の5Օ所を८った．4UPQ 7�1 はಓ࿏Ԋい
のԦࢯ૚ߚ܈౔ؠ૚の཮成Րࢁ᛽ʙૈཻڽփ
େ露頭である．ࣼ交૚理やେ規໛なうڊのؠ
ねりのある平行༿理などݦஶなଯੵߏ造が見
られた．124�123 .Bあたりにനѥل཮ހにେ
規໛なࢎ性Րࢁ活動があったことの証ڌであ
る．4UPQ 7�2は ੨ 
2JOHTIBO	 ࢁ ૚ ܈
4IJRJBO[IVBO૚とԦࢯ૚܈-JOKJB[IVBOH૚と
の不੔合露頭で，最上෦のްさ਺Nが֯᛽ঢ়
になった120 .Bの流໲ؠに，不੔合໘をհ
して཮成੺৭࠭ؠ・టؠ૚（118 .B）が重
なっている． 
　4UPQ 8はࡊཅࢢの中心からೆ੢8 LN΄ど
のٰྕ地ଳの小୩ࣼ໘で，ޕ前中に見学した
૚の໛ࣜ地である．全体に੺஡৭をଳؠ౔ߚ
びた཮成のࣼ交૚理᛽ؠ・᛽質࠭ؠとմঢ়ࡉ
の互૚からなり，Տ઒ؠ質シϧτ࠭・ؠཻ࠭
νϟωϧ相と൙ཞݪ相の܁りฦしからなる

（ࣸ真5）．シϧτ質ؠཻ࠭ࡉにはਨ௚・ਫ平
۷݀ੜࠟԽੴີू૚४があり，մঢ়の੺৭࠭
質シϧτؠからは௚ܘ約10 DNのፏ平球ঢ়の

ڻཛ֪3個がその場で発۷されたのにはཽڪ
かされた． 
　最ޙの一つ前は，ࢁ౦ࡊཅനѥل国家地質
公Ԃの地質ത物ؗ 	4UPQ 9�1
 である．ᑜඓ੨
ౡ ཾ 	5TJOUBPTBVSVT TQJOPSIJOVT :PVOH, 
1958
 と໊付けられた，一्֯のように頭ࠎ
௖෦にਨ௚に৳びる֯をもったϋυϩα΢ϧ
ス科ཽڪの産地にݐてられている．2017年に
記ࡌされたϋυϩα΢ϧス類の༶ࡊࢯཅཾ 
	-BJZBOHPTBVSVT ZPVOHJ ;IBOH FU BM., 2017
 
も展示されていた．Ԧࢯ૚܈のࡊཅཽڪԽੴ
に4つの時代のҟなるԽلനѥظޙ，には܈
ੴ܈があることが，૚ংபঢ়図や地質図とと
もに展示されていた．
　公Ԃ಺にはࠎཽڪ格発۷場をϓϨϋϒのݐ
԰で෴った施ઃが2Օ所あるが，そのうち2߸
ؗ 	4UPQ 9�2
 を案಺してくれた．いくつもの
されたঢ়ଶで保存され࢒格が૚理໘にࠎཽڪ
ていた．
౦ল一ଳには5BOMVஅࢁ，ճの८検ではࠓ　
૚の྆ଆにԼ෦ʙ上෦നѥܥ཮成૚が分෍
し，ཽڪԽੴ܈が産する͹かりでなく，ݹ地
理やީؾݹ෮ݩに༗用な情報が୔ࢁ得られて
いることがわかった．また，ཽڪをϞνーϑ
にした地質公Ԃやത物ؗがزつかあり，観ޫ
や地質学・ݹੜ物学のΞ΢τϦーνが行われ
ており，中国の地質公Ԃ（δΦύーΫ）が地
Ҭにࠜ付いていることがよくわかった． 

　最ޙに，ࠓճの国際ू会を成ޭに導いた
*($1679Ϧーμーのཥ 㪙ࢯをは͡めとする
中国の組織ҕ員会の方ʑ，スタοϑに心から
．のҙを表したいँײ
　なお，*($1679の日本からの෭Ϧーμーは
௕୩઒　୎ࢯ（ۚ୔େ），地Ҭ代表はଠా　
ຖ年行われるޙࠓ，であるので（େૣ）ࢯږ
ू会の情報は྆ࢯに問い合わせされたい．

写真2（左上）紅石公園における三台層の大規模
斜交層理赤色砂岩（Stop 1）．写真3（右上）諸
城中国暴龍館の恐竜骨格層（Stop 2）．写真4（左
下）菜陽層群Yangjiazhuang層の足跡化石サイ
ト（Stop 3）．写真5（右下）王氏層群紅土岩層
の河川成砂岩泥岩互層（Stop 8）．右下の見学者
が集まっている所が恐竜卵殻産出地点．
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λΠͷӍقʹ๚ΕͨαΠϤʔΫϊΠୌ
4BJ�:PL�/PJ�8BUFSGBMM
�,BODIBOBCVSJ�QSPWJODF
�XFTU�5IBJMBOE�EVSJOH�SBJOZ�TFBTPO

ࣸ真：߁࣏و෉（立໋ؗߴ等学ߍ）

　タΠのόϯίΫから๺੢に約160LN，ϛϟϯϚーとの国境に
ۙいΧϯνϟφϒϦーݝαΠϤーΫ܊，Ϋ΢ΣーϊΠ઒（,IXBF 
/PJ）の周ลにはଟくのୌがΈられる．タΠでも༗਺の自વの
ๅݿでΤϥϫϯ国立公ԂとαΠϤーΫ国立公Ԃのೋつが઀して
いる．このลりではଠ平༸ઓ争の最中，چ日本཮܉によるହ໗

（たいめん）మಓのݐઃが行われた．چ཮܉はϏϧϚ（ϛϟϯ
Ϛー）ઓઢへの物資༌ૹを目的とする܉用మಓ࿏ઢ，ହ໗మಓ
を1936年からわずか̍年あまりで׬成させた．ແ๳な޻事はଟ
くの٘ਜ਼者をग़し，ʮࢮのమಓʯとݺ͹れた．
　ώϚϥϠ຺ࢁの౦ೆԆ௕෦にԊうタΠとϛϟϯϚーの国境付
ۙは，地質ߏ造۠分では4IBO 5IBJ ४୎ঢ়地に相౰する．先Χ
ϯϒϦΞلの基൫ؠとそれを෴う中・ݹੜքが，ظޙ中ੜ代の
成している．さらに๺੢ʵೆ౦ܗな地質をࡶӡ動によりෳۂ᧞
のؠ෹ಕ（5ISFF 1BHPEB 1BTT）அ૚ଳが発ୡし，Ֆቋࡾのܥ
؏ೖやݰ෢ؠの෾ग़がΈられる．ହ໗మಓのݐઃが過ࠅをۃめ
た自વ要Ҽとして地質のෳࡶさよりもこの地ҬのӍྔがଟいこ

と，೤ଳϚϥϦΞやίϨϥなどの఻છපがຮԆしたこと，גの
େきな஛がൟໜするδϟϯάϧ地ଳであったことが͛ڍられ
る．ੴ୸لからϖϧムلのੴփྕٰؠ地の෩Խ౔৕は，7月か
ら10月のӍقには೪りؾのଟい͵かるΈとなり，Տ઒の૿ਫと
ともに޻事の行く手をःった．چ཮܉はτϯωϧを۷らず，ܢ
୩Ԋいのٰྕをͻたすらര破しながら޻事を進め，ࡅੴと઒࠭
利をϨーϧのԼにෑき٧めていった．
　αΠϤーΫϊΠのୌはହ໗మಓφムτοΫӺ（現タΠ国మφ
ムτοΫઢऴணӺ）から約2LNの地点にある．φムτοΫとは
タΠޠでʮਫがམちるʯ，すなわちୌを指す．タΠではӍقに
ୌがग़現し，قסにはফ໓するものがଟい．ੴփؠ地ଳにある
མ差15N΄どの小さなୌであるが，Ӎقの੖れؒのٳ日は観ޫ
客や家଒連れで೐わう．日本のୌとはҟなり，ઙいୌつぼは格
をし͹ڈな過ࢂが൵ܠのਫཋび場になっている．のどかなޫ޷
し๨れさせてくれる．

　2月߸χϡース表ࣸࢴ真ʮԭೄೆ୺෦ོޞࢇى঴ʯの解説が不े分であったため，タΠτϧのగ正及び解説文ষを本߸にࡌܝ
いたします．
　ʮོޞࢇى঴ʯとʮླྀ球ੴփؠ（ޙに，ླྀ球૚܈と改໊）ʯは，明確に۠分されており，2月߸表ࣸࢴ真の対象をʮོޞࢇى঴ʯ
とݺͿことは適切ではありませんでした．また，ʮޞࢇ঴ʯのʮࢇʯとʮޞʯは常用ࣈ׽に含められておらず，ʮαϯΰ঴ʯと表
記することが一般的であるため，ʮαϯΰ঴ʯと表記いたします．

ԭೄ࠷ೆ෦ت԰෢（͖ΌΜ）ິ͔ΒͷͧΉླྀٿ૚܈ͷ่མ地ܗͱੈݱαンΰ঴

写真ɿਗ਼川ণҰ　　ղઆɿਗ਼川ণҰŋҪ龍߁จ

　ԭೄ本ౡの最ೆ෦ւ؛ઢԊいには，ߋ৽世ླྀ球૚܈（໊چশ：ླྀ球ੴփؠ）と現世αϯΰ঴
のւ؛ઢからなる．৵৯によりླྀ球૚܈のੴփؠϒϩοΫがసがりམち，ಠ特な地ܗを࡞って
いる．ׯை時には広い঴ݪを歩くことができる．ت԰෢に分෍するੴփؠは，前ߋظ৽世（お
よそ1.7 ʙ0.8 .B）にαϯΰ঴のԭ合でଯੵしたଯੵ物からなる．このような地質学的にएい時
代にܗ成されたαϯΰ঴のԭ合ଯੵ物が地表に広く分෍する地Ҭは，世ք的にΈてك༗である．
　本地Ҭはԭೄઓ最ޙのܹઓ地であり，ت԰෢にはߴさ30�50N のߴ୆に1969年に平࿨のౝがݐ
立されている．ここから౦に約4LNには，ԭೄ平࿨ف念公Ԃがあり，ຖ年，ଟくの人ʑがԭೄ
ઓでのઓ຅者のҚྶに๚れる．

ද ࢴ ঺ հ

写真（左͔Β）ɼं૭͔ΒோΊͨΫウΣʔϊイ川ɼφムトοΫӺのӺ໊ඪ．ୌͭ΅でのਫཋͼ．

గਖ਼・ิ଍
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ҙݟ・ఏݴ

ྩ࿨2೥౓大学ೖࢼηンλʔݧࢼの地学関࿈Պ໨
に関͢るҙ見ॻのఏ出

　ಠ立行੓法人େ学ೖࢼηϯターへ，ྩ࿨̎年౓େ学ೖࢼηϯ
ターݧࢼの地学関連科目に関するҙ見ॻを提ग़しました．

�����������������������������������������������������������������������������������

ྩ࿨2年2月25日

ಠ立行੓法人　େ学ೖࢼηϯター
理事௕　ࢁ本ኍ基༷

一般社団法人日本地質学会
会௕　দాതو

ྩ࿨2年౓େ学ೖࢼηϯターݧࢼの地学関連科目に関するҙ見ॻ

　日本地質学会は，過5ڈ年ؒにわたり，େ学ೖࢼηϯターࢼ
の地学関連科目の問題および得点調੔に関して，それらが適ݧ
正に行われているかを検討し，その౎౓，ҙ見や改善に向けた
要๬をେ学ೖࢼηϯターに申しೖれてきました．本年に実施さ
れましたྩ࿨2年౓େ学ೖࢼηϯターݧࢼ（本ݧࢼ）の地学関
連科目に関して，以Լのようなҙ見を申しೖれகします．

（1）理科ᶃのʮ地学基ૅʯにおいては基ૅ的な問題がग़題され
ており，適正かつ良質な問題であったとߟえます．

（2）理科ᶄのʮ地学ʯにおいては，思ߟ力を必要とする，良質
な問題であったとߟえます．しかしながら，ʮ地学ʯの平ۉ点
は39.51点で，平ۉ点が最もߴかったʮ物理ʯとの差は21.17点
にもୡし，他科目にൺ΂てかなり௿い得点となりました．問題
点がׂ̒程౓となるようにཹҙされてۉ成にあたっては，平࡞
いるかと思いますが，過̑ڈ年ؒにわたり，平ۉ点が௿いঢ়ଶ
がଓいており，また，この̐年ؒは継ଓ的に௿Լしており，本
学会としましては؃過できないঢ়گにあるとの認識を࣋ってお
ります．次年౓はେ学ೖࢼηϯターݧࢼに代わって，৽しいࢼ
となりますが，引きଓき，問題・配（通テスτڞେ学ೖ学）ݧ
点等の޻෉により，ʮ地学ʯの平ۉ点が他科目にൺ΂て௿くな
らないようにしていたͩきたく申しೖれます．

学ज़ձٞϚελʔϓϥンʹ地質学ձͷఏҊ͕બఆ͞ΕΔʂ
　日本学術会議のୈ24ظ学術のେܕ研究計画に関するϚスターϓϥϯ（Ϛスターϓϥϯ2020）が公表されました．
　IUUQ���XXX.TDK.HP.KQ�KB�JOGP�LPIZP�LPIZP�24�U286�1.IUNM
　このなかにおいて日本地質学会から提案されておりました学術େܕ研究計画ʮ地ٿ࿭੕ࢿڀݚྉのΞʔΧイϒ化ͱΩϡ
Ϩʔシϣンシεςムのߏங（計画൪߸94　学術領Ҭ൪߸24�1）（日本地質学会χϡース，2019年4月߸ࢀর）ʯがબ定さ
れました． 
　これは，本学会から提案された地質ࢼྉの適切な؅理と将来のαΠΤϯスのためのΩϡϨーシϣϯ計画の学術的ҙٛ
がߴく評価されたことをҙ味します．日本地質学会はޙࠓとも地質学の発展のために，会員օ༷からのҙ見をूめ，議
論を重ね，さらなるେܕ研究の提案，そして重点େܕ研究計画へのબ定を目指して活動する所存です．

（日本地質学会　ࣥ行理事会）
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˒第��回࿭੕地ٿϑΥτίンςετ
දজࣜ

日程：2020年5月23日（౔）11�00ʙ12�30（予定）
会場：๺とͽあ　ୈ2研मࣨ（౦ژ౎๺۠Ԧࢠ）
品の展示も予定しています࡞

ೖબ࡞඼లࣔձ

日程：2020年5月19日（Ր）ʙ31日（日）
場所：౦ژύーΫスΪϟϥϦー　上野άϦーϯαϩϯ಺（୆౦
۠上野公Ԃ7�47）
IUUQ���XXX.QIPUP.HFPTPDJFUZ.KQ�

˒֗中ジΦࢄา
����೥౓地質ͷ೔ه೦ɹ第9回֗中ジΦࢄาJO�:PLPIBNB
ʮ਎ۙͳ地ܗ・地質͔Β୳Δԣ඿ͷൃలʯ
ెาݟ学ձ
　਎ۙな地質とその地質に由来する地ܗについて，それらを利
用してきた先人から現ࡏのࢲたちまでのӦΈを，専門研究者の
案಺でָしく学ぼうというا画です．ࠓճは,ԣ඿Ӻ֗ࢢ地をғ
むܗでٸژਆಸ઒Ӻからچ౦ւಓをܦ由し，+3ࡩ໦ொӺまで反
時計ճりに歩き，୆地と平地（ຒ立地，ׯ୓地）及び୆地平地
境ք෦をࡦࢄします．
　ԣ඿Ӻ周ลはݩʑ୆地がւ؛෦までഭっており，ԣ඿Ӻ周ล，
ΈなとΈらい周ลの平地のଟくはׯ୓やຒめ立てにより造られ
たྺ࢙があります．前൒では୆地上にある明࣏ॳظの領事ؗ੻
をめ͙ることで，౰時の地ܗとԣ඿ߓとの関܎について学びま
す．また，୆地から平地（ԣ඿Ӻ֗ࢢ地方໘）をோめることで，
地ܗ໘の分類・分෍ঢ়گを学शし，日本で最ॳにग़来たమಓが
౰時どのような場所に造られたかについても学びます．ԣ඿ࢢ
防災ηϯターでは，防災についての学शをするとともに，ྺ࢙
的なେ地਒の༳れを体ݧします．
さの対ൺかߴ地の֗ࢢにおける排ਫ࿏ਫ໘とڮ൒は৽ాؒޙ　
らԣ඿ࢢ中心෦がຒめ立てやׯ୓によって造られたことを学
び，ࡩ໦ொ付ۙの૟෦ࢁ（かもんやま）周ลでは，๪भੴ（ઍ
༿ݝのʮݝのੴʯ）のੴ֞を観࡯するとともに，୆地୺෦から
の༙ਫがかつてৠؾ機関ंのਫ源になったことを学びます．ॳ
Նのਗ਼ʑしいۭؾの中を，ָしくʠδΦࢄ歩ʡしたいと思いま
す．

ओ࠵： 一般社団法人日本地質学会，一般社団法人日本応用地質
学会

日時： 2020年5月16日（౔）9�00ʙ16�00小Ӎ決行（予定）
見学 場所：ਆಸ઒ݝԣ඿چ）ࢢਆಸ઒॓ʙچ౦ւಓʙࡩ໦ொ周

ล）
案಺者： ּ ؒ༑തࢯ（ശࠜொ立ശࠜδΦϛϡーδΞム）
会අ ：ߍߴੜ以上・一般：1,500ԁ，小・中学ੜ：500ԁ（保ݥ

代を含む）（஫）ࢀ加අは，౰日現ۚでお支෷いԼさい．
ன৯は֤自࣋͝ࢀԼさい．

ू合 場所・時ؒ：޾ϲ୩公Ԃ（ٸژਆಸ઒Ӻె歩3分）　9�00ू
合 

見学 ίース（予定）：9�00޾ϲ୩公Ԃˠ本覚چ）ࣉΞϝϦΧ領事
ؗ）ˠ๬ۍ୆（ぼうきんͩい）（ւ上のమಓ੝౔）ˠ上୆

ொ公Ԃ（関౦ϩーム露頭観࡯）ˠԣ඿ࢢ防災ηϯター（地
਒体ݧ・ன৯）ˠ୔౉公Ԃ露頭（露頭観࡯）ˠ৽ాؒڮ

（ຒ立地・ׯ୓地）ˠ૟෦ࢁ（かもんやま）一ଳ（๪भੴ
のੴ֞）ˠӚؠ（ࡩ໦ொ）解16ࢄ時͝Ζ

ืू人਺： 30໊程౓
対象 ：小学ੜ以上．たͩし，小・中学ੜの方は保ޢ者の同൐を

おئいします．また，本行事は一般向け普及行事です．会
員も申ࠐ可能ですが，定員を௒えた場合は，ඇ会員の一般
加を༏先します．また，家଒，༑人など，άϧーࢀຽのࢢ
ϓでのࢀ加ر๬の場合は，それぞれのඋߟཝに代表者໊を
記ೖしてくͩさい．άϧーϓでの応ืは，本人を含め最େ
4໊までとします．

申ࠐ 受付2020：ؒظ年4月6日（月）ʙ4月19日（日）（申ࠐ者ଟ
਺の場合はநબを行います．結果は4月中に༣ૹで全員に
お知らせします）

申ࠐ 方法：学会)1（IUUQ����XXX.HFPTPDJFUZ.KQ）の申ࠐΈ専
用ϑΥームまたは，'"9にてお申ࠐΈԼさい．

ʲ'"9の場合ʳ記ೖ事߲1ʙ6をす΂て記ೖئいます．ϝーϧ等
がない場合はʠなしʡと͝記ೖԼさい．1．໊ࢯ（;りがな），
2．自୐ॅ所（༣便物を受け取れるॅ所），3．携ଳ等ి࿩൪߸

（னؒおよび౰日連བྷがつく൪߸），4．ϝーϧΞυϨス，5．ੜ
年月日，6．性別，7.会員 PS ඇ会員　（஫）小・中学ੜの申ࠐ
の際は， 1, 5, 6について保ޢ者の情報も明記してԼさい．また，
学ੜの方は学年の͝記ೖをおئいします．
申ࠐ・問い合わせ先：一般社団法人日本地質学会（担౰　ࡉ໼）
　　ి࿩：03�5823�1150　'"9：03�5823�1156　
　　ϝーϧ：NBJO!HFPTPDJFUZ.KQ
ˎ 学会)1にて情報をߋ৽いたします．そちらもあわせて͝確

認Լさい．

෦ࢧـۙ˒
第�7回地ٿ科学ߨԋձ
ʮ๺Ξϧϓεੜ੒ͷಾɹʵϚάϚͱ୹ॖς
ΫτχΫε͕࡞Γग़ͨ͠๺Ξϧϓεʵʯ
地球上に露ग़するୈ࢛لՖቋؠ̑ؠ体のうち，๺Ξϧϓスには
ୌ୩Ֆቋર྘ؠとࠇ෦઒Ֆቋؠの̎ؠ体があります．1990年౰
時，地球上にୈ࢛لՖቋؠが露ग़しているとは୭もߟえていま
せんでした．ްさ3LN΄どのؠ൫が৵৯され露ग़するまでには
500ສ年程౓はかかると信͡られていたためです．ୈ࢛لՖቋ
こىがなͥ๺Ξϧϓスにあるのでしΐうʁ同時代にେ෾Րをؠ
していたڊେΧϧデϥՐࢁの෮ݩとともに，๺Ξϧϓスのੜい
立ちのಾにഭります．

日時： 5月10日（日）15�00ʙ16�30　開場14�30
場所： େࢢࡕ立自વ࢙ത物ؗ　本ؗ　ߨಊ
（信भେ学໊༪教त・同理学෦特任教त）ࢯஐ　ࢁݪ ：ࢣߨ
定員： 250໊（先ணॱ．事前申しࠐΈは不要です．）
．加අ： ແྉ　たͩしത物ؗೖؗྉが必要ですࢀ
ओ࠵： 地学団体研究会େࡕ支෦・日本地質学会ۙـ支෦・େࡕ

立自વ࢙ത物ؗࢢ

����೥ͷʮ地質ͷ೔ʯ学ձؔ࿈ͷΠϕンτΛ͝Ҋ಺͠·͢ɽ
Πϕンτͷ৘ใ͸ɼ学ձ)P��IUUQ���XXX�HFPTPDJFUZ�KQ�Ͱ
ਵ࣌ߋ৽͍ͯ͠·͢ͷͰɼ͋Θͤͯ͝ཡԼ͍͞ɽ

஫ҙɿ৽ܕίϩφウΟϧεײછ֦大のӨڹにΑΓɼࣄߦ
中ࢭのՄೳੑ΋͋Γま͢．࣮ࡍのࣄߦ։࠵の༗ແにͭい
て͸ࣄ前に֤ओ࠵者ɼ໰い合Θͤઌに֬͝ೝͩ͘͞い．
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෦ίʔφʔࢧ

ˑؔ東ࢧ෦

͓஌Βͤ

����೥౓૯ձ・地質ٕज़఻ঝߨԋձ։࠵ͷ͓஌Βͤ
関౦支෦では，Լ記のように支෦総会及び地質技術఻承ߨԋ会
を開࠵いたします．
日時：2020年4月11日（౔）　14�00ʙ16�45
場所：๺とͽあ　ୈ2研मࣨ　	౦ژ౎๺۠Ԧ1�11�1ࢠ

Ӻ௚結ࢠϝτϩೆ๺ઢԦژӺె歩2分，౦ࢠ඿౦๺ઢԦژ3+

ϓϩάϥム：
13�30受付開࢝
14�00ʙ15�40地質技術఻承ߨԋ会
15�50ʙ16�45関౦支෦総会　
　1）支෦ޭ࿑৆त与ࣜ

৽ܕίϩφウΟϧεײછ֦大のӨڹΛؑΈてɼ༧ఆ͞Ε
ていͨҎ下のࢧ෦ࣄߦ͸中ࢭͱͳΓまͨ͠．

 ・ ੢日本支෦：ྩ࿨ݩ年౓総会・ୈ171ճྫ会（日程
2�29）

 ・ ౦๺支෦：2019年౓総会（日程2�29�3�1）
 ・ 関౦支෦：地学教育・Ξ΢τϦーν८検（νόχΞϯ

周ล）（日程3�22）

　2）関౦支෦װ事બڍ（બڍの場合）
　3）2019年౓　活動報告・会計報告
　4）2020年౓　活動方਑・予ࢉ報告
17�15ʙ　࠙਌会（予定）会අ等౰日受付

地࣭ٕज़఻ঝߨԋ会
タΠτϧ：ʮϘーϦϯά技術，最ۙの動向ʯ
۝भ支社，会社μΠϠίϯαϧタϯτࣜג）ࢯ๺઒ത໵：ࢣߨ
地൫技術෦௕）
加できます．$1%୯位取得可能ࢀ加අ：ແྉ，どなたでもࢀ

（1.5）
申しࠐΈ方法：ϝーϧまたは学会への'"9
1）関౦支෦װ事　加౻　ܿ（ۨᖒେ学 LJZPTIJ.LBUPI!HNBJM.
DPN）
2）日本地質学会関౦支෦ؾ付　関౦支෦　'"9�03�5823�1156

ؔ౦支部総会
関౦支෦会員の方で総会にܽ੮される方はҕ任ঢ়をおئいしま
す．
ҕ任ঢ়ૹ付方法：
˓༣ૹまたは'"9の場合はԼ記におૹりくͩさい．
　˟101�0032　౦ژ౎ઍ代ా۠ؠ本ொ2�8�15　ҪܻϏϧ6'
　日本地質学会事務ؾہ付　関౦支෦事務ہ
　'"9�03�5823�1156
˓&�NBJMૹ付の場合
　関౦支෦のϝーϧΞυϨス（LBOUP!HFPTPDJFUZ.KQ）へҕ任ঢ়
を͝ฦ信Լさい 
　ϝʔϧにΑるҕ೚ঢ়のక੾͸4݄1�೔（ۚ）18���までで͢．
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　ຖ年ྫ߃の1SPKFDU "が，ࠓ年も੝େに開࠵された．ࠓ年の
開࠵地はԬݝࢁ੺൬ࢢにある/10地球࢙研究所である．

1SPKFDU�"�とは 
　1SPKFDU "（通শ1SP "）とは，۝भେ学理学研究Ӄのਗ਼઒ণ
一先ੜらによってຖ年3月ࠒに開࠵されている研究ू会で，ए
手やେ学Ӄੜがଟくूまって研究発表会や८検が行われてき
た．開࠵地はຖ年ҟなり，ࡢ年は௕࡚ݝのޒౡྻౡで開࠵され
て お り， ま た 国 際 シ ϯ ϙ δ ΢ ム（*OUFSOBUJPOBM (FPTDJFODF 
TZNQPTJVN）も行われている．本Πϕϯτでは，普ஈإを合わ
せない，ҟなる研究機関同࢜の研究者や学ੜがその֞ࠜをӽえ，
֤ʑの研究成果の発表会と野֎८検を通͡て地球࢙を通した地
球科学を学Ϳことができる．20ճ目の開࠵となるࠓ年も༷ʑな
分野の研究者や学ੜがࢀ加してくͩさったおか͛で，とてもೱ
ີな4日ؒをڞに過͝すことができた．

地ڀݚ࢙ٿ所
　Ԭݝࢁ੺൬ࢢにある地球࢙研究所は，2017年10月に/10法人
地球年代学ωοτϫーΫ（K(OFU：代表，൘୩బؙ先ੜ）によ
って開ઃされた．研究所の฼体は2007年にഇߍになったچԬࢁ
測定をؾであり，߭物組成分ੳや地࣓ࣷߍのߍ等学ߴ࡞立උݝ
行う機ث分ੳ施ઃや，常ற研究者の研究ࣨなどが੔උされてい
る．現ࡏ，ਆށେ学をୀ׭されたԵ౻༸一࿠先ੜが所௕を務め
られている．
　੺൬ࢢは，Ԭݝࢁの౦෦をೆ๺にながれる٢Ҫ઒Ԋい一ଳの
地Ҭで，その上流は௡ࢁや౬ڷԹઘがあり，地ܗ的には٢උߴ
͹れる．ここでは，日本がϢーϥシΞେ཮と一体ͩったݺとݪ
౰時の3500ສ年前のՏ઒ଯੵ૚や約2.5ԯ年前の1�5境քを含む
地૚，社会科の教科ॻにもग़てくるݪࡤ（やなはら）ེԽ物߭
味ڵされており，本研究所の周りには，զʑが知らない࢒がࢁ
ਂい地質ଳが広がっていた．੺൬ࢢでは，将来的に٢Ҫ઒流Ҭ
の地質をݩに，δΦύーΫ（Ϣωスί）認定を目標として͛ܝ
ている．ࠓճの1SP "では，研究所との࠵ڞで，地ݩとの交流
の人ʑとともに地質や地ݩԋ会（δΦαϩϯ）も行われ，地ߨ
球についてޠり合った．

ཁ֓ࢪ࣮
ʲ日程ʳ2019年3月4日（月）ʙ7日（໦）
ʲ಺༰ʳ
4日 （ޙޕ）ࢀ加者౸ணޙ，小८検
 （໷）　研究成果発表会
5日 （ऴ日）研究成果発表会
 （໷）　研究者による一般向け公ԋ会
6日　 （ऴ日）野֎८検
7日 （ே）　ே৯ޙ，解ࢄ

ʲ場所ʳԬݝࢁ੺൬ࢢ周૛　/10地球࢙研究所
ʲࢀ加機関ʳ۝भେ学・۽本େ学・౦๜େ学・ࣛࣇౡେ学・໊
େ学などژ知େ学・౦ߴ・԰େ学・๺ւಓେ学ݹ

ࡉৄࢪ࣮
ᶃڀݚ੒果ൃද会
　1SP "ؒظ中，最もଟくの時ؒを઎めるのが研究成果の発表
会ͩ．ࠓճの発表では，研究者が30分，Ӄੜが20分，学෦ੜが
15分の࣋ち時ؒで発表を行った．಺༰に関しては，研究者は専
門に行っている研究঺հ，学෦4年以上の学ੜはଔ業論文やम
࢜論文研究の成果，学෦3年ੜは࢖ޙࠓっていく機ثのݪ理や
自਎がࠓまで学んできたことについてまとめ，わかりやすい発
表を目指した．発表者͝とに専߈している分野がҟなるため，
಺༰を理解するのが೉しかったが，先ഐ方は，現地調査での体
݋ஊなども織り交ͥた発表をしてくͩさり，ָしく，また真ݧ
にฉくことができた．େ学や専門がҧうと学んでいることがҧ
っており，զʑの常識が他のେ学では通͡ないことなど，ඇ常
に৽઱であった．ࢲの発表も，他େ学の先ੜや学ੜから質問や
ΞυόΠスをいたͩくことができ，これからの研究ੜ活へのϞ
νϕーシϣϯをߴめることができた．
ᶄڀݚ者によるҰൠߨ͚޲ԋ会
　2日目の研究成果発表会ऴ了ޙは，研究者による一般向けの
۝भେ学のਗ਼઒先ੜ，๺ւಓ，ԋ会ではߨ．ԋ会が行われたߨ
େ学の౉ᬒ先ੜ，౦๜େ学のޱࢁ先ੜ，۽本େ学（現ŋ۝भେ
学）のඌ上先ੜの4໊が発表を行った．
　日本と世քのδΦύーΫのྫやその࡞り方，تքౡのαϯΰ
に関する研究とتքౡでのδΦύーΫߏ想，ւ底ଯੵ物やւ༸
地֪に関することとそれらのαϯϓϧをू࠾するために必要な
調査ધ，また，地球࢙研究所のある੺൬ࢢ周ลのࡾ৞لʗϖϧ
ムلの地૚とその౰時の地球についての࿩をうかがった．
味があڵੜから年配の方ʑまで，地球科学にߍߴԋ会にはߨ　
るたくさんの方ʑが来場しており，Ҝࢠが଍りずに立ち見をし
ている方もいたが，࿩をฉいている来場者の表情は真݋であっ
た．先ੜ方は一般の人ʑのڵ味を引くようにと，いΖいΖな手
法でわかりやすく，ڵ味ਂい࿩をして௖いた．先ੜ方の発表か
らは，զʑ学ੜにとっても学Ϳことがଟくあり，最৽の科学的
な研究のΈならず，調査地Ҭにおける人ʑとの交流やわかりや
すい発表の方法を学Ϳことできた．ͩれから見てもわかりやす
く，論理的かつ໘നいと思われる発表でなけれ͹ならないこと
は，重要ͩと͡ײ，自਎の発表にもੜかしたいと思った．
ᶅ८ݕ

ʲ3月4日（ޙޕ）小८検ʳ
　ॳ日にࢀ加者がू合したޙは，ΞΠスϒϨΠΫも݉ねてϓϨ
८検にग़かけた．正௚，Ԭݝࢁのࢁの中に໘നいେ露頭や地質
が見える場所などあるのかと，なͩらかな地ܗの෩ܠを見なが
ら，あまりظ଴をしていなかった．౸ணしたߍߴ੻地の研究所
からंに分ৡし露頭観࡯が࢝まった．

 ・ ٢උݪߴの࠭ࢁ利૚
　ϓϨ८検のは͡めの目的地は，٢උݪߴ上に࢒る3500ສ年前
のڊେ᛽ؠ૚の࠭ࢁ利૚ͩった．小ߴいࢁのࣼ໘を切り่して
ӡ動場を࡞っており，そのࣼ໘にたどりணいた．一໘େきな᛽
を含む᛽ؠ૚で，見た目にࢁ௖まで50 N͙らいの૚ްがあっ
た．一見Կؾない᛽ؠ૚ͩが，࿩によると，最ۙ年代が明らか
になり，3500ສ年前にܗ成されたものらしい．Ԭࢁେ学のླ໦
ໜ೭先ੜが，௕年調査してその分෍を明らかにしたそうである．
この時代は1500ສ年前の日本ւ֦େ前で，日本ྻౡとϢーϥシ
Ξେ཮がつながっており，中国から流れてきたڊେେՏのࠟ੻
ͩそうͩ．そのようにいわれると，このްくてେきな᛽を含む
地૚についてありがたΈを͡ײた．この࠭ࢁ利૚の中に含まれ
る᛽ؠのঢ়ଶを観࡯することでେՏの流れの方向を知ることが
できる．そのための手がかりとなる᛽のΠϯϒϦέーシϣϯを

PSPKFDU�"����9�JO�Ԭ山ɹ։࠵��

۝भେ学地ٿ࿭੕科学
ੴ઒ߒฏ（#�）・ງɹتߤ（.�）

Ӄੜίʔφʔ
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左͔Βɼ写真1 地ڀݚ࢙ٿ所にて集合写真．写真2 ڀݚ成Ռൃද会の༷ࢠ．写真3 ޵ࢁ߭ݪࡤಓ಺෦にて（いͣΕ΋aSDhFan�jp͔ΒҾ༻）

Ӄੜίʔφʔ

はかって，Տ઒の流れの向きを調΂てΈたくなった．
 ・ 福本૚܈
　ബ҉くなってきたが，౬ڷԹઘに行く前にࡾ৞لのઙいւの
地૚を見た．福本૚܈はࡾ৞لॳظのւ成ଯੵ૚（෦分的に੺
৭࠭ؠ）であり，֋Խੴを観࡯することができる．また，その
Լ位にはϖϧムلのւ成ଯੵ૚がΈられ，いずれも΄とんどม
成されていない地૚である෣௽૚܈になる．ϖϧムلʕࡾ৞ل
の境ք૚も࢒っており，地質学的に重要な場所ͩといえる．

ʲ3月6日（ऴ日）ϑΟーϧυτϦοϓʳ
　前日までの発表会のۓுも解け，3日目はࢀ加者全員で८検
にग़かけた．
資ྉؗࢁ߭ݪࡤとࢁ߭ݪࡤ ・ 
のԼ෦૚܈は日本༗਺の૚ঢ়ེԽమ߭চで，෣௽૚ࢁ߭ݪࡤ　
にあたり，Ԙ基性ՐؠࢁʗՐؠ۵ࡅࢁ૚中にある．特にԫమ߭
を産ग़する߭ࢁとして，ઓ前から۷࠾がおこなわれていた．こ
こで࠾られたԫమ߭はེࢎに加޻されていた．しかし，1970年
代以߱，ੴ༉ਫ਼੡の෭産物としてེԫが࡞られるようになった
ことやԽ学ංྉのध要の௿ԼなどがݪҼとなり，ԫమ߭のध要
もݮগし，1991年にはดࢁとなった．現ࡏのࢁ߭ݪࡤは，ࢎ性
ਫॲ理޻場としてՔಇしている．
ૉ用のスϙーπτϨーχϯࢎがബいため，௿ؾಓ಺෦はۭ޵　
άϧームに࢖われていた．また，޵ಓ಺はؾԹが一年を通して
一定であるため，Ωϊί࠿ഓ所やञଂとしても࢖われており，
月に一ճ一般に開์され，Ωϊίの࠾り์題Πϕϯτなどଜお
こしに貢献していた．明るいτϨーχϯάϧームのน໘では྘
৭Րؠ۵ࡅࢁやυϨϥΠτ຺ؠを観࡯することができた．
われていた機࢖資ྉؗでは，౰時の人ʑの฻らしやࢁ߭ݪࡤ　
材などが展示されている．そのため，ࢁ߭ݪࡤがՔಇしていた
౰時の人ʑの一日の฻らしや౰時の֗ฒΈをഽで͡ײることが
できた．また，資ྉؗの԰֎には౰時࢖われていた4-やτϩ
οί，୦޵࿌などが展示してあった．ຖि日༵日には4-に৐
ることができるそうͩ．

 ・ ౔ࢁ߭ڮ
　資ྉؗ見学ޙ，おห౰を৯΂つつंでೆԼする．౔ࢁ߭ڮは，
良質なΖうੴを産ग़する߭ͩࢁ．このΖうੴは，നѥلにܗ成
したڊେΧϧデϥのΧϧデϥนにあたる，ʠ࿨ؾίーϧυϩϯʡ
中の流໲ؠに೤ਫがೖりࠐΈ೤ਫม質したものである．ίーϧ
υϩϯ（DBVMESPO）とはӳޠでେזというҙ味で，Χϧデϥܗ
成ޙ表૚が৵৯されてΧϧデϥの಺෦が見えているものであ

る．Ζうੴのओ成分は༿ΖうੴというࢎܔԘ߭物で，Խ学組成
は"M⒪4J⒬0⒩⒨	0)
⒪ͩ．༿Ζうੴの他には，ΧΦϦφΠτやμΠ
ΞスϙΞ，ίϥϯμム，ݜӢ฼（ηϦαΠτ），明᛼ੴなどの
߭物を含んでいる．また，Ζうੴのओな用్はಃ࣓ث用である
が，品質がߴくなるとԽহ品にも࢖われるようである．౔߭ڮ
らかͩった．他にも，౔׈く，手৮りもߴのΖうੴは७౓がࢁ
．۷されている࠾ੴなどもܔではಃੴやࢁ߭ڮ
　ここでは߭ੴの۷࠾からग़ՙまでの手ॱも見ることができ
た．特にਂさ約120Nの୦޵とそれに൐うΤϨϕータが࢒って
いた．普ஈ，地Լ120Nのܠ৭を見る機会はあまりないため，
ѹרであった．
　また，౔ࢁ߭ڮを๚れたޙ，前ౡでେࡕ৓ங৓࢒ੴ܈を観࡯
する予定ͩったが，あいにくのѱఱީのため中止になった．そ
の代わりに，උ前௕ધ౛݋ത物ؗとඋ前ಃܳඒ術ؗを๚れ，උ
前国ならではの౛の੡造やܳ޻品に৮れることができた．
加しࢀճの८検には，普ஈ野֎調査を行わない学ੜもෳ਺ࠓ　
ていたが，日本の޻業を支えた߭ࢁやՔಇ中の޵಺ງりを行う
などを見学することができ，େม༗ҙٛな८ࢁやΖうੴ߭ࢁ߭
検となった．

後に࠷
するにあたり，/10地球年代学࠵を開ࢁճ1SPKFDU " JOԬࠓ　
ωοτϫーΫ代表の൘୩徹ؙ先ੜ，地球࢙研究所のԵ౻༸一࿠
所௕，ԣٛࢁ人ࣨ௕，+BQBO (FPDISPOPMPHZ /FUXPSL 	K(OFU
の
方ʑには，ߨԋ会の会場や॓ധ所の提供などで͝ڠ力をいたͩ
いた．また，ࢁ߭ݪࡤのҴ୩ത੐所௕，౔ࢁ߭ڮの෢෦将࣏社
௕には，お๩しい中८検を快୚していたͩき，େมँײしてい
る．また，༷ʑな地Ҭから研究者や学ੜのօさんがࢀ加してく
ͩさったため，ࠓ年の1SPKFDU "も༗ҙٛなものとなった．次
ճの1SPKFDU "は，ࣛࣇౡݝのتքౡ（/10αϯΰ研究所）に
て3月ॳ०に開࠵を予定している．ࠓճࢀ加してくͩさった方
はもちΖんのこと，地球科学に携わる研究者や，地球科学にڵ
味のある学ੜのࢀ加をお଴ちしている．

常時౤ߘをお଴ちしています．Ӄੜίーφーのฤूは現ࡏ以Լ
の໊̐で行っています．ߘݪは5000ࣈ以಺，図・ࣸ真̏点以಺
を目安に，F� NBJMでいたͩけれ͹޾いです．
Nanto�ZaNaEa!gNaiM�DoN ాࢁᚸਹ（๺大）
�1�o�nonn!gNaiM�DoN 大ࢁ　๬（۝भ大）
a�TaLuNa!FpT�T�u�toLZo�aD�jp ؒٱࠤҍथ（౦ژ大学）
ELuXano!DhiCa�u�jp ܂໺ଠี（ઍ༿大学）
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一般社団法人日本地質学会倫理綱領
2003年9月19日　日本地質学会総会制定

2009年12月5日　一般社団法人日本地質学会制定*

　日本地質学会の会員は，科学的真理を明らかにする事を目的として，誠実かつ真摯に地質学および関連科学の研究・教育および
調査を行う．その成果を広く社会に公表することにより地質学および関連科学の進歩普及を図り，もって社会の発展と人類の福祉
に貢献する．会員は，基本的人権を守り，良識かつ品位のある行動をとる．

1. 科学者としての倫理：会員は，専門知識の向上および地質学と関連科学の発展を目指して自己研磨を図る．研究と調査において
は，法を尊守し，社会的良識に従って行動する．科学的事実に対しては常に謙虚，誠実でなくてはならない．研究成果と技術上の
知見を広く社会に公表し，公表にあたっては先人と他者の業績を尊重する．

2. 知的交流の確保：会員は，国際交流や他分野との交流を進めることを通して学術の向上を図るとともに，研究成果と技術上の知
見が科学的に広く吟味・検証されるよう努める．

3. 人類と社会への責務：会員は，その専門知識と技術を適切に活用し，研究と調査の成果を広く社会に提供することを通して社会
の発展と人類の福祉に貢献する．

4. 地球環境への責務：会員は，地球システムの諸現象についての専門家として，地質災害の予知と防止，地球環境の将来予測，資
源の適正な活用に関する情報を提供するとともに，専門知識を活かして環境の保全と改善に努める．自らの研究と調査の実施にあ
たっては環境への影響を最小限にするよう配慮する．

5. 次世代への責務：会員は，地質学と関連科学における学術と技術の継承と発展，次世代を支える人材の育成を図る．研究や調査
の成果物，重要な露頭や標本などの科学的遺産の保全に努める．

*2009 年12月5日法人理事会において，一般社団法人日本地質学会倫理綱領として全文引継を決定．

一般社団法人日本地質学会行動規範
 

2011年9月8日　一般社団法人日本地質学会理事会制定
 
　日本地質学会が他機関や組織との連携事業を実施する際に，学会員の立場や責任について，学会員ならびに社会に明示するため，
一定の規範が必要であるとの認識のもとに，本会倫理綱領を踏まえて行動規範を定めるものである．

（透明性，説明責任）
1. 会員は，地質学・地球科学分野の進展とその成果が与える社会的影響を自覚し，公益性の観点から客観的事実を明らかにするよ
う努力すると同時に，事実を社会に周知するよう努力する．
2. 会員は,専門の業務において,その目的・方法・成果等について,要求された場合には明快に説明する責任がある．特に専門家でな
い者には,相手の立場に立つ姿勢で分かりやすく説明する責任がある．

（自立・公益性）
3. 会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であることを重視し，誠実に行動する．研究・
調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造，改ざん，盗用などの不正行為をなさず，加担しない．また，科学技術に
関わる問題に対して，特定の権威・組織・利益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する．
4. 会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず，公衆の安全，健康，福祉を損なう，
または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する．

（中立公正）
5. 会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず，個人の人権と人格を尊重する．また，個人の
自由を尊重し，公平に対応する．
6. 会員は,専門知識を説明するときは,一方的な価値観を押し付けることのないよう，他者の理解を得るように努める．
7. 会員は，他者と互いの能力の向上に努力し，専門上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な競争を排除する．

（契約に対する誠実性と利益相反）
8. 会員は，雇用者または依頼者それぞれのために，誠実な代理人または受託者として行動する．
9. 会員は，雇用者または依頼者から不適切な便宜供与を受けてはいけない．
10. 事業の結果および研究の成果が他団体または，自らを含む特定の個人に利益をもたらすことが予想される場合には，事前に雇
用者あるいは依頼者の了承を得る．

以上
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